
き
ょ
う
は
。
早
く
目
が
さ
め
て

し
ま
っ
た
。
運
動
会
の
こ
と
を
考

え
る
と
ド
キ
ド
キ
し
て
、
よ
く
眠

れ
な
か
っ
た
の
に
。

「
精
い
っ
ぱ
い
走
ろ
う
。
そ
れ

で
負
け
た
ら
し
よ
う
が
な
い
」

そ
う
自
分
に
言
い
き
か
せ
て
、
ス

タ
ー
ト
を
待
つ
。

「
さ
あ
、
が
ん
ば
る
ぞ
！
」

次
は
自
分
の
番
だ
。

・
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
運
動
会
・

台
風
一
過
の
秋
晴
れ
の
９
月
1
8日
、
和
名
ケ

谷
小
学
校
で
は
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
や
地
域
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
一
緒
に
、
大

き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

和
名
ケ
谷
小
学
校
で
は
、
み
ん
な
で
っ
く
り

あ
げ
る
運
動
会
を
目
標
に
、
敬
老
レ
ー
ス
や
卒

業
生
レ
ー
ス
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
温
か
い
雰

囲

気
の
中

で
運
動
会

が
進
め
ら

れ
ま
し

た
。

そ
し

て
、
綱
引

き
や
和
名

ケ
谷
戦
国
時
代
（
騎

馬

戦
）・
三

色
対
抗
リ

レ
ー
な

ど
の
競
技
に
熱
戦

を
繰
り

広
げ
ま
し

た
。

今
年

が
、
初

め
て

の
運
動
会

を
迎
え
る
一
年

生

は
、
か
わ

い
い
ダ
ン
ス
を
披

露
。
ま

た
、

六

年

生
も
騎
馬
戦

や
組
体
操
を
行

う
な

ど
、
小

学

校
最

後
の
運
動
会

を
大

い
に
楽
し
み
ま
し

た
。

おもいっきり引っ張れー

みんなが見ているから負けられない

お気軽にご相談ください　10 月の相談あんない ○人口と世帯

人口　465,053人

男　236,476人

女　228,577人

世帯　175,589世帯

主な内容

まちづくりにあなたの声を

スポーツ施設案内

この秋に贈る２つの特別展

江戸川に花を咲かせよう

福祉公社サービス開始１周年

情報チャンネル

街の話題

秋
空
の
下

全
力
を
出
し
切
っ
て
走
れ

相 談 名　　 期　　 日　　　　 時　　 間　　　 会　 場

法　律☆

税　務

登　記

行　政

住　宅

交 通事故･

市政･ 一般

巡

回

年

金

相

談

毎週火･木､第2･4月曜日 午後 １時～ ５時

市役所

相談

コーナー

第1 月曜日 午前 ９時～ 正午

第２金曜日 午後 １時～ ５時

第３金曜日 午後 １時～ ４時30分

第２・第４月曜日 午後 １時 ～３時

毎週水 曜日 午前10時～ 午後４時

月～ 金曜日 午前8時30分～午後5時 市民 相談室

(次回は11/2 宋〕

午前10時～午後 ３時

常 盤平支所

6童 小金支所

13啻 小 金原支所

17火 馬橋支所

20童 六実支所

24(火) 新松戸支所

27應 矢切支 所

31(火) 東 部支 所

※上記以外の日は国民 年金課へ

靉

市
　

民
　

相
　

談
　

室

※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す

国

民

年

金

課

適

用

係

相 談 名　　 期　　 日　　　　 時　　 間　　　 会　 場　　 讖

心人
配権
ご相
と談
相
談

第１～ 第４金曜日

午前10時～午後３時

燧 鵈 談]-ﾅｰ 登心人
68配権

・ご
相

０と談
51 囗1

0 社援
３会議

番福課
祉庶
協務
議係
会

(次回は11/ ⑥(月)〕 馬橋支所

(次回は11/ ⑦(火)〕 六実支所

〔次回は11/ 7 火) 小金支所

(醐 常盤平支所

(皿 鯑 戸赧ｾﾝﾀｰ

(皿 小鰭 赧ｾﾝﾀｰ

※人権相 談は千 葉地方法務局 松戸 支局(Q63-6278 番）でも行ってい ます。

商人よろず

相談

労働相談

女性就業相談

18祟 午前10時～午後 ４時 市役所相談

コ ーナー

融 商
資 工
係 課

労 商
政 工
係 課

第１・３月 曜日 午後１時～ ５時

水・金曜日 午前10時～午後４時 女性センター

※労働相談 は柏労働基準監督署 （昔0471 -63-0245番）でも 行っています。

消費生 活

相談

就学相談☆

教育相談☆

月～ 金曜日 午前 ９時～午後 ４時
消費生活センター

065-6565 番

教育研究所

昔66-7461 番
月～ 金曜日

午前 ９時30分～正 午

午後１時30分～ ５時



まちづくりに

あなたの声を

阿

部

氏

は

昭

和
1
1
1
1

年

生

ま
れ

、

五

十
九

歳

。

昭

和
3
1
年

市

役

所

に
入

所

以

来

、

清

掃

部
長

、

市

立

病

院

事
務

局

長

を
歴

任

し

ま

し

た

。

※
ま
た
、
教
育
委
員
会
委
員
に

は
内
藤
昭
一
氏
が
、
公
平
委

員
会
委
員
に
は
根
守
洋
子
氏

が
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
に

は
栗
栖

康
年
氏
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
計
画
策
定
に
向
け
て

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
、
総
合
計
画
の

策
定
が
始
ま
り
ま
し
た
。
総
合

計
画
に
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
に
、
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ

ー
ラ
ム
、
わ
た
し
の
一
言
提
言
・
論
文
募
集
、
街
角
調
査
を
行
い
ま
す
。

黷
政
策
企
画
室

ご参加ください

まちづくりフォーラム

｢どうする松戸・新時代

一 総合計画策定に向けて｣

将来の松戸について一緒に考える場です

日時　10月20日翻 午後２時～５時

会場　市民劇場

内容　 ●講演「松戸はどうすすむべきか」

慶応義塾大学大学院教授　伊　藤　 滋 氏

プロフィール

1931年　東京生まれ

東京大学大学院博士課程建築学専攻修了

東京大学工学部教授、同大先端科学技術研究

センター教授等を経て現職。

専門は都市防災論、国土および地方計画

現在、阪神・淡路復興委員会委員としても活

躍中。　　`

●パネルディスカッション「松戸の明日を語る」

コーディネーター

東北芸術工科大学教授　水 島　孝 治　氏

パネラー

松戸商工会議所　　　 島 崎 征 治　氏

松戸青年会議所　　　　花野井　勝浩　氏

松戸市消費者の会　　　文入　加代子　氏

市長　　　　　　　　 川 井 敏 久

ご協力≪ださい

定員　先着300人　費用　無料

※会場は駐車場がありませんので、車での来場はご遠慮く

ださい。

街角調査

街角で市職員が、皆さんに「まち」のイメージなどをお

聞きします。

調査期間　10 月７日（上）～11月15日伽の間、随時実施

調査場所　松戸まつりの会場、市内の駅前や商店街など

対　　象　500人程度

難
病
療
養
者
に
援
護
金
を
支
給
し
ま
す

難 病 指 定 の 一 覧

スモン､ベーチェット病､重症筋無力症､全身性エリトマト ーデス、

サルコイド ーシス､再生不良性貧血、多発性硬化症､難治性の肝炎

(慢性肝炎､肝硬変､劇症肝炎)、筋萎縮性側索硬化症、強皮症、皮

膚筋炎及び多発性筋炎、悪性腎硬化症、特発性血小板減少紫班病、

結節性動脈周囲炎、潰瘍性大腸炎､大動脈炎症候群､ビ ュルガー病、

悪性関節リウマチ､天疱瘡､脊髄小脳変性症、クローン病、慢性腎

炎(腎 機能不全)、パーキンソン病､アミロイド ーシス､進行性筋ジ

ストロフィー症､脊 髄性進行性筋萎縮症､後縦靭帯骨化症、ハンチ

ントン舞踊病､ウイルス動脈輪閉塞症､抹消神経性進行性筋萎縮症、

ウェゲナー肉芽腫症､シャイ･ドレーガー症候群､突発性拡張型(う

つ血型)心筋症､表皮水泡症､膿疱性乾癬､広範脊柱管狭窄症、原発

性胆汁性肝硬変､重 症急性膵炎､特発性大腿骨頭壊死症、混合性結

合組織病､原発性免疫不全症候群､特発性間質性肺炎

18歳未満の場合には、下記の疾患が入ります。

ネフローゼ症候群、悪性新生物、腺原病、先天性代謝異常、慢性

心疾患(指定あり)

児
童
手
当
の
申
請
は
お
済
み

で

す

か

対

象

三

歳

未

満

の

児

童

を

養

育

し

、

保

護

者

の

前

年

の

所

得

が

一

定

額

未

満

で

あ

る

こ

と
　

支

給

額

（

月

額

）
第

一

子

・

第

二

子

＝

五

千

円

、

第

三

子

以

降

＝

一

万

円
　

受

付

窓

口

援

護

課
・
市

民

課

・
各

支

所

ａ

申

請

し

た

翌

月

分

か

ら

支

給

し

ま

す

。

児

童

手

当
1
0

月

期

分

を

支

給

し

ま

す指

定

口

座

に
1
0

月

期

分

（
６

月

～

９

月

分

）

を

振

り

込

み

ま

す

。

1
0
月
一
１１‥一
日

團

以

降

に

受

け

取

っ
て

く

だ

さ

い

。

対

象

①

現

況

届

を

期

間

内

に

提

出

し

、

引

き

続

き

受

給

資

格

が

あ

る

と

認

め

ら

れ

た

人

②

今

年

６

月

以

降

新

規

に

認

定

さ

れ

た

人

東
現

況

届

を

未

提

出

の

人

は

、

至

急

援

護

課

へ

提

出

を

黷

援

護

課

援

護

係

自

転

車

・

オ

ー

ト

バ

イ

の

盗

難

が

多

発

し

て

い

ま

す

盗

難

に

ご
注

意

を

盗
難

防
止

五
原

則

〇
路
上
に
長
時
間

放
置
し
な
い

。

〇
駐
車
（
輪
）
す
る
と
き
は
、
鍵
を

か
け
る
。

〇
オ
ー
ト

バ
イ
は

、
必
ず
キ
ー
を

抜
く
と
と
も
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ

ク
し
て
お
く
。

〇
オ
ー
ト

バ
イ
・
自
転
車
に

は
、

必
ず
補
助
錠
を
付
け
る
。

〇
自
転
車
に
は
住
所
氏
名
を
記
入

し
、
防
犯

登
録

を
す
る
（
防
犯

登
録
は
、
平
成
６
年
６
月
2
0日

か
ら
義
務
化
さ
れ
て
い
ま
す
）
。

※
自
転
車
防
犯
登
録
は
、
県
内
の

各
自
転
車
販
売
店
や
量
販

店
で

取
り
扱

っ
て
い

ま
す
。

黷
松
戸

警
察
署
四
6
9・
0
1
1
0

番
、
松
戸
東
警
察
署
四
4
9・
0
1

1
0

番

市
議
会
９
月
定
例
会

９

月
定
例
市
議
会
で
、
収
入

吩

染
井
慶
介
氏
、
監
査
委
員
加
藤
光

治
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い

、
後
任

者
を
選
任
す
る
議
案
が
そ
れ
ぞ
れ

次
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

山口収入役

山
口
氏
は
昭
和
1
0年
生
ま
れ
、

六
十
歳
。
昭
和
3
5年
市
役
所
に

入
所
以

来
、
収
入
役
室
長
、
教

育
委
員
会
社
会
教
育
部
長
、
教

育
委
員
会
管
理
部
長
、
福
祉
部

長
、
総
務
部
長
、
民
生
局
長
を

歴
任
し
ま
し

た
。

監
査
委
員
に
阿
部
芳
徳
氏

収
入
役
・
監
査
委
員
を
選
任

収
入
役
に
山
口
浩
平
氏

お寄せください

わたしの一言提言・論文を募集

将来の松戸のあるべき姿や、行政に求めるものなどの、

あなたのご意見・ご要望を聴かせてください。

募集期間　10月５日附～ｎ 月30日困

内　　容　一言提言は150字程度に、論文は800字程度にま

とめてお寄せください。

応募方法　氏名・住所・電話番号・年齢・職業を記入して、

ハガキまたは封書の場合は〒271松戸市根本387

-5　松戸市役所政策企画

室へ

ＦＡＸの場合は政策企画

室Ｆ Ａ X64-6919番へ

または市役所玄関・各支

所に設置した受付箱へ投

函していただいても結構

です。

支
給
額
入

院
療
養
者
＝
月
額
一

万
三
千
円
（
一
ヵ
月
二
十
日
以
上

入

院
）
、
通
院
療

養
者
＝
月
額
六
千

円
（
生
活
保
護
受
給
者
は
一
律
四

千
円
）

※
援
護
金
は

申
請
し
た
月
か
ら
、

療
養
を
要
し
な
く
な
っ
た
日
の

属
す
る
月

ま
で

支
給
し
ま
す
。

匣
診
断
書
・
印
鑑
・
銀
行
預
金
通
帳

を
持

っ
て
し

あ
わ
せ
課
給
付
係
へ



就学時健康診断が
始まります

１年生

来
年
４

月
に
小
学
校
に
入

学
す

る
お
子
さ
ん
の
健

康
診
断
を
、
左

表
の
日

程
で
行
い
ま
す
。

該
当
者
に
は
本
日
通
知
書
を
発

送
し
圭
す
が
、
通
知
書
が
届
か
な

か
っ
た
り
、
1
0月
１
日
以
降
に
転

入
し
た
人
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
…
平
成
元

年
４
月
２
日

～

２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

受
付
時
間
Ｅ
午
後
Ｏ
時
4
5分
～

１
時
1
5分
（
各
小
学
校
で
）

※
通
知
書
裏
面
の
予
備
調
査
票
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て

、
ご
持

参
く
だ
さ
い

。

蠢
保
健
体
育
課
保
健
係
四
6
6・
7

4
5
9

番

おにいさんおねえさんがまつてるよ

日 程 表

実施日 実施校 実施日 実施校

10/20R

高木第二小学校

馬橋北小学校

相模台小学校

寒風台小学校

11/21C火)

稔台小学校

常盤平第三小

学校

古ヶ崎小学校

八ヶ崎小学校

2肺

高木ﾉ小学校

上本郷小学校

殿平賀小学校

22圉

六実第コ｣俘 校

很木内小学校

馬橋小学校

和名ヶ谷小学校

横須賀小学校

27窗
金ヶ作小学校

六実第三小学校

31(火)

松飛台第二小

学校

中部ﾉ｣俘 校

古ヶ崎南小学校
2衄

東部小学校

柿ノ木台小学校

新松戸西小学校

貝の花小学校

11/100 新松戸南小学校

28(火)
幸谷小学校

南部小学校

７(火)

小金北小学校

根木内東小学校

梨香台小学校

北部ﾉJy学校

29(水)

矢切小学校

常盤平第二小

学校

小金小学校

旭町小学校

上本郷第二小

学校

８冰）

常盤平第一小

学校

新松戸北小学校

松飛台小学校

1膾
八ヶ崎第二小学校

12/600

大橋小学校

牧野原小学校

六実小学校

14(火)

栗ヶ沢小学校

河原塚小学校

松ヶ丘小学校

私立幼稚園では、来年度の入

園児を募集します。期日を守っ

て応募してください。

願書配布…10月16日側から

願書受け付け…髓月１日伽から

黷§ 幼稚園へ直接、または私立

幼稚園連合会≪68-6137 番へ

平成８年度

私立幼稚園児募集

私立幼稚園一覧表
圜　　名 電　話 住　　所

松戸いずみ幼稚園 63－3289 上本郷2794

北松戸さつき幼稚園 62-1748 北松戸3－6

八　照　幼　稚　園 41 -1192 八ヶ崎1032-1

干駄堀栴檀幼稚園 41 －6882 千駄堀18閲

本 源 寺 幼 稚 園 91 －8592 大橋Z66

み や お か幼 稚園 41 －6563 小金原3づ1

聖徳大学附属第二幼稚園 41 －6598 小金原アー14

さ か え 幼 稚 園 61 -0532 栄町4-252

ま る や ま幼 稚園 63 -9537 二十世紀が丘丸山町31

明　和　幼　稚　園 63-4012 稔台812-1

高　塚　幼　稚　園 92-6955 高塚新田295-3

八　柱　幼　稚　園 85-2558 干駄堀1485-15

牧の原栴檀幼稚園 85一〇907 牧の原2－5

金ヶ作幼稚園 85-3050 金ヶ作306

か さ のさ 幼稚 園 65－5656 三矢小台5-13-4

北　丘　幼　稚　園 85 - 4335 五香六実ｱ13づ

新 松 戸 幼 稚 園 4∠1一刻99 新松戸3-256

第二かさのさ幼稚園 45-4722 新松戸5-191

専修大学松戸幼稚園 65-1821 上本郷2-3621

いわさき第二幼稚園 46-3164 旭町2-300

園　　名 電　話 住　 所

聖ミ カエル幼稚園 62－0484 松戸1126

清　風　幼　稚　園 41-2469 馬橋2547

矢　切　幼　稚　園 62－4586 下矢切140

常 盤 平 幼 稚 園 8アー5724 常盤平2-21

東 漸 寺 幼 稚 園 41-0859 小金359

ひ の で 幼 稚 園 8Z－ｱ5Z8 常盤平アー18-2

中 和 倉 幼 稚 園 41－巧05 中和倉諂8

み や こ 幼 稚 園 6アー3101 松戸新田516

栴檀(せんだん)幼稚園 8アー08乃 常盤平2-31-2

高　木　幼　稚　園 8アー4809 五香六実661

あ さ ひ 幼 稚 園 8アー6254 五香六実Z46

北　部　幼　稚　園 6アー3121 根本190

高 塚わかぱ幼稚園 92－2681 高塚新田傾4

聖徳大学附属幼稚園 68-6135 岩瀬531

二 三 ヶ 丘 幼稚 園 41 －4548 ⊃ﾝ 木1692

松戸みどり幼稚園 62-6761 仲井町1-32-1

む つ み 幼 稚 園 8アー1706 六高台3-50

さ つ き 幼 稚 園 8Z -7715 金ヶ悍145

大 勝 院 幼 稚 園 44-2100 大谷口143

い わ さき 幼 稚園 42-8706 西馬橋2-6-23

わ
な
い
よ
う
に
し

、
ま
た
食
事

時
や
酒
食
を
伴
う
よ
う
な
会
合

も
極
力
避
け
る
よ

う
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

懇
親
会
等
を
行
う
に
当
た
っ

て
は
金
額
等
の
基
準
を
設
け
て

き
ち
ん
と
区
別
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
私
は
金
額
が
少

な
け
れ
ば
良
い
と
は

考
え
て

い

ま
せ
ん
。
仮
に
基
準
を
設
け
た

と
し
て

も
、
逆
に
そ
の

基
準
さ

え

ク
リ
ア
す
れ
ば
良
い
と
い

う

安
易
な
意
識
が
広
が
る
の
を
恐

れ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
際
、
疑

わ
し
い

も
の
も
含
め
て
一
切
や

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

、
あ
え

て
基
準
は
作
句
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
私
は
、
生
活
者
・

納
税
者
の
視
点
に
立

っ
て

市
政

運
営
に
心
掛
け
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で

、
今

後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す

。

松

戸

市

書

道

展

出

品

案

内

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
十
六
歳
以
上
の
人
　

部
門
・
規

格
漢
字
・
か
な
・
近
代
詩
文
・
墨

象
ほ
か
＝
小
画
仙
紙
半
折
以
内
、

て

ん
刻
＝
三
十
惣
×
三
十
九
惣
、

刻
字
＝
百
碧
×
四
十
五
气

す

べ

て

の
部
門
に
つ
い
て
縦
横
自
由
。

作
品

は

未

発
表

の

も
の

で

、

表

装

（

仮
巻

き

は
不

可

）
と

し

、
額

装
（
ガ

ラ
ス

は

不
可

）
は

、
ひ

も

を
つ

け

る
こ

と
　

搬

入
２

月
1
7
日

出

午

前

1
1
1
1

一
時
～

午
後
４

時
の

間

に

文

化

ホ

ー
ル

へ

蠢

社
会

教
育
課
市
民
文

化

係

四
6
6・

7
4
6
2

番

歯
を
大
切
に

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
二
十
四
　

口
臭
に
つ
い
て

今
回
は
口
臭
に
つ
い
て

お
話

し
し
ま
す
。
そ
も
そ
も
口
の
臭

い
は
主
観
的
な
要
素
が
強
く
、

な
か
な
か
判
定
が
難
し
い
の
で

す
が
、
本
人
に
は
分
か
ら
ず
、

他
人
か
ら
指
摘
さ
れ
て
分
か
る

場
合
が
多
い
よ
う
で

す
。

口
臭
は
タ
ン
パ
ク
質
の
分
解

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い

ま
す
。
呼
気
中
か
ら
科
学
的
に

検
出
さ
れ
る
悪
臭
の
も
と
に
は
、

硫
化
水
素
、
メ
チ
ル
カ
フ

タ
ン

な
ど
の
揮
発
性
硫
化
物
や
、
イ

ン
ド
ー
ル
、
ス

カ
ト

ー
ス
等
の

タ
ン
パ
ク
質
分
解
産
物
が
測

定

さ
れ
ま
す
。
口
臭
は
生
理
的
口

臭
、
精
神
的
口
臭
、
病
的
口
臭

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

生
理
的
口
臭
に
は
空
腹
口
臭
、

早
朝
口
臭
、
月
経
口
臭
、
加
齢

口
臭
、
摂
食
後
口
臭
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
唾
液
分
泌

の

減
少
、
自
浄
作
用
の
低
下
な

と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

精
神
的
口
臭
は
、
ス
ト
レ
ス

性
口
臭
と
心
因
性
口
臭
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

性
口
臭

は
神
経
の
緊
張
、
疲
労
な
ど
で

唾
液
の
分
泌

が
抑
制
さ
れ
る
た

め
に
起
こ
り
ま
す
。
心
理
的
口

臭
は
自
臭
症
と
呼

ば
れ
る
も
の

で

、
本
人
だ
け

が
口
臭
を
自
覚

し

、
客
観
的
に
は
口
臭
の
な
い

も
の
で
す
。
自
分

が
他
人
に
不

快
感
を
与
え
て
い

る
と
思
い

込

ん
で

症
状
を
訴
え

ま
す
が
、
心

理
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
で
良
く
な

り
ま
す
。

病
的
口
臭
に
は
、
口
腔
内
が

原
因
の
も
の
と
全
身
的
な
原
因

に
よ
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
そ
の

判
定
に
は
鼻
か
ら
出

す
息
と
、
口
か
ら
吐
く
息
を
か

ぎ
わ
け
て
み

る
こ
と
が
必
要
で

す
。
も
し
鼻
か
ら
の
呼
気
に
悪

臭
が
あ
れ
ば
、
口
以
外
の
原
因

、

耳
鼻
、
消
化
器
、
呼
吸
器
、
糖

尿
病
、
肝
疾
患
、
白
血

病
な
ど

が
疑
わ
れ
ま
す
。

口
の

中
に
原
因
の

あ
る
口
臭

に
つ
い
て
は
、
次
回
お
話
し
す

る
こ
と
に
し
ま
す
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

川井敏久

官官接待について

最
近
マ
ス
コ
ミ
等
で

「
官
官

接
待
」
に
関
す
る
記

事
を
多
く

目
に
し
ま
す
。

私
自
身
は
、
い
や
し
く
も
市

の
職
員
が
飲
食
に
よ

っ
て
上
級

官
庁
の
歓
心
を
買
う
よ
う
な
行

為
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
件
に
関

し
て
は
市
民
の
方
も
関
心
が
高

い

と
思
い
ま
す
の
で
、
昨
年
度

「
官
官
接
待
」
は
一
切
行
わ
な
い
と
い
う

決
意
を
し
ま
し
た

の
国
・
県
と
の
懇
親

会
経
費
の
実
態
に
つ

い
て
調
査
を
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
情
報
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
広

く
お
知
ら
せ

す
る
こ

と
が
、
私
の
目
指
す

ク
リ
ス

タ
ル
な
市
政

に
ふ

さ
わ
し
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。

既
に

新
聞
紙
上

等

で
も
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
平
成
６

年
度
に
市
の

庁
舎
外
で
一
人
当
た
り
三
千
円

以
上
支
出
さ
れ
た
国
と
県
関
係

者
と
の
懇
親
会
費
は
、
百
十
四

件
・
総
額
八
百
四
万
三
千
四
百

一
円
で
し
た

。
食
糧
費
は
、
来

客
の
茶
菓
、
市
の
主
催
す
る
イ

ベ
ン
ト

、
会
議
等
の
参
加
者
の

弁
当
代
、
災
害
の
た
め
の
備
蓄

食
糧
な
ど
、
昨
年
度
、
市
役
所

全
体
で
六
千
六
百
五
十
九
万

円

か
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

、

そ
の
う
ち
の
約

二

百

に
当
た

り
ま
す
。
内
訳
は
、
国
関
係
者

に
対
す
る
も
の

が
三
十
二

件
で

約
百
七
十
四
万
円
、
県
関
係
者

に
対
す
る
も
の
が
八
十
件
で
約

六
百
十
万
円
、
国
・
県
合
同
の

も
の
が
、
二
件
で
約
二
十
万
円
、

一
人
当

た
り
の
平
均
支
出
額
は

九
千
九
十
九
円
で
し
た
。

あ
ま
り
高
額
な
支
出
は
な
い

と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
が
、

中
に
は
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
代
や
土

産
代
、
タ
ク
シ
ー
代
な
ど
誤
解

を
招
き
か
ね
な
い
も
の
も
あ
り
、

私
は
今
後
、
い
わ
ゆ
る
「
宦
官

接
待
」
は
一
切
行
わ
な
い
と
い

う
決
意
を
し
ま
し
た
。

国
や
県
と
は
、
事
業
を
遂
行

し
て
い
く
う
え
で

役
割
や
費
用

の
分
担
等
の
議
論
・
調
整
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
一
概
に
す

べ

て
の
会
合
を
否
定
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
目
的

の
は
っ
き
り
し
な
い
会
合
は
行

市長室・発 もうすぐ

市
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
直

接
お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長

室
直
通
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
設
置
し

て

い
ま
す
。
市
政
に
対
し
て

感
じ
て
い

る
こ
と
や
建
設
的

な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
（
９

月
末
現
在
百
九
十
九

件
受
信
）。

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
6
6）
2
3
0
1
番



東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

運

動

公

園

古
ヶ
崎
野
球
場
・
サ
ッ

カ
ー
ラ
グ
ビ
ー
場

常
盤
平
体
育
館

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

青

少

年

会

館

バスケットやバレーボールなどの屋内スポーツに

体育館

中

央

公

園

金
ヶ

作
公

園

新
松
戸
庭
球
場

施 設 名 施設内容 休館日

運動公園体育館

1163 -9241番

競技場、小体
育室､卓球室、

弓道場

諸

ﾂ 靴
卜 は
膕

匸

卜
小金原体育館

酋41 -2242番

競技場、小体竒
室、プレづレー

ム､和室､会議室

常盤平体育館

酋86－0111番

競技場、小体育

室､卓球室､ミー
ティングルーム

利用時間 午前９時～午後９時

費用 個人使用大人206円

子供51 円

運動公園体育館

※専用使用分は、毎月１日に翌月１ヵ月分を各施設で受け付け(先着)

体育館より小さい屋内施設

体育室

施 設 名 施設内容 休館日

青少年会館

壺44－8556番
バスケットボール、

バレーボール、

バドミントン･卓球

などができるスペー

スです。

（ラケット･ボール

運動靴は必要　

）

聯
莊
し

クリーンセンター

昔85 －7100番

東部スポーツパーク

酋91－0944番

利用時間 午前９時～午後９時

費用 各施設にお問い合わせくだ
さい。

青少年会館

蚕青 少年会館は､青少年団体(25 歳まで)は申込日 の３ヵ 月前､一般団体は申込日の1 ヵ月前から 受け付け 。

クリーンセンタ ー･東部スポーツパーク は毎 月21日から 翌月１ヵ 月分 を各施設で受け付け(先着)

機器を使って健康づくり

トレーニング

施設名／利用時間 休館日 費用

健康増進センター

※１　霑65－5588番

午前９時～５時

第９ べB水

曜日､祝日、

年末年始
309円
２時間

宵少年会館樋野口分

館､※２
壺69－0440番

午前９時～午後９時

月曜日、祝

日、年末年

始

206円
２時間

運動公園トレーニン

グ室
酋63－9241番

午前９時～午後９時

第４月曜日

(第４月曜
日が祝日の

ときは火曜
日)､年末年

始

206円
２時間

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館

※１健康増進センターのトレーニング機器を利

用するには、錬康増進コース（要予約･3,090

円）を受けることが必要です。健康増進コー

スは、皆さんの健康状態や体力を調べます。

健康増進センターではその結果を見て、あな

たにあつたトレーニングメニューを作成し、

健康づくりをアドバイスしていきます。

※２青少年会館樋野口分館のトレーニング室を

利用するには、トレーニング機器操作講習会

（次回は10月28日出 実施）への参加が必要です。

圃電話で青少年会館H44  - 8556番へ

休日は学校でスポーツを

学校体育施設

圃団体で使用する場合は、各学校に直接申し込み、

団体登録してから 利用してください。

※利用の際は管理指導員の注意をよ＜守ってください。

開放施設市立小中学校の校

庭､体育館､格技場など　利

用日日曜日､祝日､学校休業

口（学校の運営に支障のな

い場合）利用時間午前９時

～午後５時、午後６時～９

時　費用無料

秋風を感じて、コートに舞う

～午後５時

費用

1時間1面412円

施 設 名 コート 休館日 申 し 込 み

中央公園庭球場

S63-9241 番

サンドフィル

コート(２面)
年 ※

末ク し
年し
て

始 ｜い・コ ま

月 ｜
せ

曜卜 ん
日 ぱ

⌒12U

の　、
と
一諏

火 に

曜
は

開目 放

毎月１日に翌月１ヵ月分をスポーツ

課で受け付け（先着）紙敷庭球場

公63 -9241!

全天候型コー

ト（３面）

東部スポーツパーク庭球

場　　　　 合91－0944番

全天候型コー

ト（３面）

毎月21日に翌月１力目分を東部スポ

ーツパークで受け付け（先着）

クリ ーンセンター庭球場

S85-ｱ100 番

全天候型コー

ト（３面）

毎月21日に翌月１ヵ月分をクリーン

センターで受け付け（先着）

新松戸庭球場

(新松戸支所)≪S43-5111 番

全天候型コー

ト（２面）

毎月第２月曜日に翌月１ヵ月分を新

松戸市民センターで受け付け(抽選)

栗ヶ沢公圜庭球場

霖42－0945番

クレーコート

(11面)

毎月１日に翌月１ヵ月分を栗ヶ沢庭

球場で受け付け（先着）

金ヶ作公園庭球場

(常盤平支所)酋87 -2131 番

クレーコート

(４面)

毎月１日に翌月 ’1力月分を常盤平支

所で受け付け（先着）

秋の深まりとともに涼しさも増し、過ごしやすくなってきました。

そろそろ体を動かしたくなる季節です。市の体育施設をうまく利用

して、スポーツの秋を満喫してみませんか。さあ、さわやかに汗を

かいてリフレッシュしましょう。スポーツ

球技はスポーツの王様だ

施設名／利用時間 贇　用 休館日 申 し 込 み

運動公園野球場

S63  - 9241番

午前９時～午後９時

4,120円

(２時間)

ナイター照

明3,090 円

(30 分)

第４月曜日

(祝日のとき

は火曜日)

12月～３目

毎月１日に翌月１ヵ月分の土・日

・祝日・ナイターを運動公園で受

け付け（抽選）､平日は申し込み順

東部スポーツパーク野

球場　　**91-0944 番

午前９時～午後５時

3,090円

(２ 時間)

月曜日

12月～ ３月

毎月23日 に翌月１ヵ月分の土・日

・祝日を東部スポーツパークで受

け付け( 抽選)、平日は申し込み順

古ヶ崎野球楊

合63－92副番

日の出から日没まで

無 料 ’ なし

毎月１日に翌月'1ヵ 月分の土・日

・祝日を運動公園で受け付け( 抽

選)、平日は申し込み順

古ヶ崎ラグビ ーサッカ

ー場　≪63-92 副番

日の出から日没まで

無料 なし

毎月ｑ日に翌月１ヵ月分の土 一日

・祝日を運動公園で受け付け（抽

選）．平日は申し込み順

※土・日・祝日・ナイター（運動公園）分の野球場の抽選に参加するには、チーム登録が必要

です。

東

葛

飾

地

域

農

林

業

ま

つ

り

一

日

園

芸

教

室

一
1
1
1
1

一
月
３

日

吩
、

野

菜
＝

午

前
1
0

時
3
0
分

か
ら

、
花

＝

午

後
１

時
か

ら
　

会

場
千

葉

大

学

園

芸
学

部

内

容

栽

培

管
理

の

実

技

指
導

・

相

談

等
　

定

員
各

百
人
（
先

着

順

）

惠
1
0
月
2
5日
困

ま
で

に
、
電

話
で

千

葉

県

東

葛

飾

支
庁

産

業

課
f
1
6
1・

2
1
1
6

番

青

年

海

外

協

力

隊

秋
募

集

説

明

会1
0月
2
0日

倒
午
後
６

時
3
0分
～

８

時
3
0分
　

会
場
勤
労
会
館
　

対

象
二
十
歳
以
上
三
十
九
歳
ま
で

の

日

本
国
籍
を
持
つ
心
身
と
も
に
健

康
な
人
　

内
容
帰
国
隊
員
の
体
験

報
告
、
個
別
相
談
な
ど

蠢
国
際
協
力
事
業
団
関
東
支
部

｀

0
4
8
・
8
3
4
・
7
7
7
0

番

東

葛

飾

地

方
中

学

校

駅

伝

に

伴

う

交

通

規

制

1
0月
1
4日
出
〔
荒
天
の
場

合
に

は
1
6日
側
〕
午
前
1
0時
～
正

午

規
制
区
間
小
金
北
中
１

広
徳
寺
～

松
本
清
記
念
館
～
大
谷
口

陸
橋
～

小
金
中
入
口
～

ダ
イ
エ
ー
新
松
戸

店
～
馬
橋
立
体
入
口
交
差
点
～
栄

町
一
丁
目
～
県
道
松
戸
野
田
線
～

三
郷
有
料
橋
下
～
江
戸
川
沿
い
県

道
～
中
部
小

学
校
前

獺
保
健
体
育
課
体
育
係

魯
6
6・
7

4
5
9

番

施設場所クリーンセンター( 酋85－7100番)

施設内容25m プール(５コース)･幼児用プール

利用時間１回目午前９時～11時、２回目正午

～午後２時、３回目午後３時～５時　費用大

人400円 子供100円　休館日年末年始･月曜日

(月曜が祝日のときは火曜日)･施設点検日

正式なグラウンドで記録に挑戦

施設場所運動公園(363 ―9241番） 施設内容

１周400m の日本陸連第３種公認トラック

利用時間午前９時～午後５時　費用個人使用

（２時間）大人206円、 小中学生51円（専有使

用についてはお問い合わせください）

惠直接、運動公園内スポーツ課へ

裁

判

ウ

ォ

ッ

チ

ン

グ

1
0月

１９
一
日

市
午

後

１

時
～

４

時

会

槝
千

葉

地

方

裁
判

所

松
戸

支
部

内

容
刑

事

裁

判

の
傍

聴

、
そ

の

後

弁

護
士

会

松

戸

会
館

で

担
当

弁

護

人

を

交
え

懇

談

会
　

定

員

先
着

三

十
三

人
　

費

用

無
料

圉

電

話
で

弁

護
士

会

松

戸

会
館

四

6
6・
6
6
1
1

番
へ

東

松

戸

病

院

の

診
療

科

目

を

増

設科
目

①
呼
吸
器
外
科
②
精
神
科

開
始
日
1
0月
1
6日
側
か
ら
　

診
療

日

①
毎
週
水
・
金

曜
日

の
午
前
②

毎
週
火
曜
日
の

午
前
・
木
曜
日
の

午
後
※
精
神
科
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

蠢
市
立
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松

戸
病
院
総
務
課
医
事
係
・
1
9
1・
5

5
0
0

内
線
2
1
0
9

番

社

会

保

険

労

務

士

無

料

相

談

1
0月
2
5日
團
～
2
7日
窗
、
午
前

1
0時
１
午
後
３

時
　
会
場
柏
そ

ご

う
プ
ラ

ザ
館
六

階
友
の
会
サ

ロ
ン

内
容
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・

社

会
保
険
・
労
働
保
険
な
ど

蠢
千

葉
県
社
会
保
険
労
務
士

会
東

葛
支
部
・
1
4
5・
9
9
9
2

番

敬

老

の

集

い

1
0月
1
5日
㈲
午
前
1
0時
3
0分
～

会
槝
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　
内
容
新
舞

踊
　
対

象
市
内
在
住
の
高
齢
者
（
一

般
も
可
）

菁
芙
葉
会
・
野
見

山

一`
8
9・
7
1

2
7
番

クリーンセンター温水プール

運動公園陸上競技場

行

政
書

士

会

無
料

相

談

会

1
0月
1
5日
収
午
前
1
0時
～
午
後

３

時
　

会
揚
柏
駅
東
ロ

サ
ン
サ
ン

広
場
　
内
容
相
続
・
不
動
甼

入
国

管
理
・
行
政
機
関
に
提
出
す
る
書

類
作
成
な
ど

蠢
千
葉
県
行
政
書
士
会
東
葛
支
部

・
有
馬
｛
1
4
5・
8
8
8
8

番

建

設

新

技

術

フ

ェ

ア

関

東

棚

1
0月
1
8日
困
～
2
0日
窗
、
午
前

1
0時
～
午

後
４

時
（
2
0日
は
午
後

３
時
ま
で
）
　
　会
場
建
設
省
関
東

地
方
建
設
屆
関
東
技
術
事
務
所
初

富
飛
地
七
－

匸
　

内
容
「
自
然

災
害
か
ら
の
安
全
、
自
然
環
境
の

保
全
、
施
工
に
お
け

る
生
産
性
」
を

テ
ー
マ
に
、
新
技
術
、
新
工
法
の

公
開
・
実
演
展
示
な
ど

費
用
無
料

※
フ
ェ
ア
開
催
中
に
限
り
、
新
八

柱
駅
か
ら
会
場
に
直
通
の
無
料

送
迎

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

蠢
建
設
省
関
東
技
術
事
務
所

き
8
9

・
5
1
2
7

番

1
0月

は
「
労
働

保
険
適
用
促
進
月
間

」

労

働

保

険
　

働

く

み

ん

な

の
　

サ

ポ

ー

タ

ー

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
労
働
者
が
安
心
し
て
働
く
こ

と
が

で
き
る
よ
う
に
、
労
災
・
雇
用
保
険
に
加
入
の
手
続
き
を

雋
稻
労
働
基
準
監
督
署
昔
０
４
フ
ー
・
6
3・
0
2
4
5

番
、

松
戸
公
共
職
業
安
定
所
昔
4
8・
6
1
0
0

番

1
0月
1
5日
囲
～
2
1日
出
は
、
行

政
相
談
週
間
で

す
。

こ
の
週
間
は
、
行
政
相
談
に
つ

い
て
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ

き
、
一
層
利
用
を
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

市
で

は
定
例
の
行
政
相
談
を
設

け
、
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

ま
た
下
表
の
人
た
ち
が
総
務
庁

長
官
か
ら
行
政
相
談
委
員
と
し
て

委
嘱
さ
れ
、
常
時
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

国
・
県
お
よ

び
Ｊ
Ｒ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ

な
ど
の
特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い

て

、
苦
情
や
要

望
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ

さ
い
。

壥
一
市

民
相

談

室

行政相談委員

氏　名 住　所 電 話

林　　 克 忠 ⊃ﾝ 木8Z **41 -0801番

和　田　康　男 松戸新田18-4 062-7853 番

佐　藤　昌　雅 金ヶ作343 1187-1842 番

渡　来　進太郎 高塚新田49-1 1592-6234 番

青　木　美梳子 松戸1125 眥62－4508番

滝　田　泰　子 上本3813730 062  - 2683番

定
例
行
政
相
談
毎
月
第
二
・
第

四

月
曜
日
、
午
後
１
時
～
３

時
、

市
役
所
本
館
一
階
の
相
談
コ
ー
ナ

ー
で

1
0／
1
5～
2
1は
行
政
相
談
週
間

国
や
県
な
ど
へ
の
苦
情
は
行
政
相
談
委
員
へ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

不

動

産

取

り

引

き

を

す

る

際

は

住

宅

相

談

の

ご
利

用

を

最
近
、
不
動
産
取
り
引
き
に
関

す
る
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
て
い

ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
は
、
亊
前
に
十
分

な
知
識
を
得

て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

市
で

は
毎
週
水
曜
日
の
午
前
1
0

時
～
午
後
４
時
の
間
、
市
役
所
相

談
コ

ー
ナ
ー
で
住
宅
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
不
動
産
取
り
引
き
を

す
る
際
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

残
市
民
相
談
室

ご
存

じ

で

す

か
？

検

察

審

査

会

交
通
事
故
や
詐
欺
（
さ
ぎ
）
、
お

ど
し

な
ど
の
犯
罪
の

被
害
に
遭
っ

て
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、

検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
不
満
を

お
持
ち
の
人
の
た
め

に
、
検
察
審

査
会
が
あ
り
ま

す
。
お
気
軽
に

ご

相
談
く
だ
さ
い

。

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

歸
検

察
審
査
会
事
務
局
（
千
葉
地

方
裁
判
所
松
戸

支
部
内
）
雲
6
8・

5
1
4
1

番

栗
ヶ
沢
公
園

小
金
原
体
育
館

青
少
年
会
館

紙
敷
庭
球
場

この秋、

市内

案内

体育施設

テニスコート

はココで楽しむ！

野球場・サッカーラグビー場

陸上競技場

温水プール

秋になっても泳ぎたい



はじまりを探る馬利用の

古墳時代の飾り馬

あなたの建てるを
応援します

優良建築物等

整備事業補助

制度がスタート

市
で
は
、
市
街
地
住
宅
の

供
給

や
空
地
を
碓
保
し
て
、
市
街
環
境

の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
民
間
の
建
築
活
動

を
支
援
す
る
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ

ま
し
た
。

次
の
要
件
を
満
た
す
建
築
計
画

や
土
地
利
用
計
画

を
お
持
ち
の
方

千葉県は群馬県に次いで、多くの馬形埴輪(はにわ)が出土しています。松戸市でも栗山

古墳群から、江戸時代に掘り起こされたものが伝わっています。また馬具も多く出

土していることから、古墳時代には騎馬の風習があったことがうかがえます。

今回の特別展では、栗山古墳群から出土した馬形埴輪を一つの手掛か

黔 地球上の全ての生物は、互いに関係があり ま

す。複雑にからみあった網のような世界の中で、私

まかの生命こつ 知 守 と が自

らの生存のためにも必要です。

今回は、テレビでもお馴染みの干石正一先生のご協力により、

初めて爬虫類に接する人には分かりやすく、専門知識のある人にも納得

りとして、馬の導入期(古墳時代)の利用形態とわが国に定着して

いく過程を埴輪と馬具からたどり、深まつていく馬と人との

係わりを紹介します。

は

、

ご
相

談

く
だ

さ
い

。

地
区

面

積
・・
・
原

則
と

し
て

干

平

方

び
以

上

地
区

要

件
・・
∴

定

規
模

以
上

の

空

地
お

よ

び

接

道
の

確
保

施

行
者

Ｅ

二
人

以

上

の

地

権

者

に

よ

る
共

同

事

業

等

階

数

…
地

上

三

階
以

上

構

造
・
・・
耐

火

ま

た
は

凖

耐

火

建

築

物補

助

対

象

丿

調

杳

設

計

計

画

費

・
土

地
整

備

費

・
共

同

施

設

整

備

貲
の

一

部

補

助
率
・
＝
国

＝

三

分
の

一

、

県

上
（

分
の

Ｉ
、

市

＝
六

分

の

一

醴

再

開
発

課
再

開

発

係

木更津市教育委

員会提供

していただける展示となっています。

皆さ んのご来場をお待ちしています。

会　場…伊勢丹松戸店　 新館９階　文化施設

期　 間…10月６日廁～29日(日)

時　 間…午前1〔〕時～午後６時

観覧料…入場無料

内　容…市所羲jの標本と干石正一氏所有の実

物標本等を展示

圏文化ホールO67-7810 番

重要文化財

金鈴塚古墳出土

「馬鐸」

重要文化財　金鈴塚古墳出土「金銅装

鞍金具」木更津市教育委員会提供

会　場…市立博物館　企画展示室

期　 闢…10月利日出～12月 ３日日

時　 間…午前９時30分～午後５時

（入館は４時30分まで）

内　容…１栗山古墳群の馬形埴輪

２馬形埴輪と埴輪群

３埴輪に表された馬

４馬具の種類と変化

５干葉県の馬具

観覧料…一般300 円（240 円）、高

大学生笥O円（100 円）、

小中学生100 円（60円）、

（　）は団体料金。

問市立博物館S84-8181 番

※第２・４土曜日は

小中学生無料　L 亠S:

≦

群馬県太田市高林出土「人が乗る裸馬」

群馬県立東毛養護学校所蔵

会場案内

平成８年度

市立幼稚園

の

新入園児募集

入

園
資

格
・・
・
市
内

に

住

所

が
あ

り

、
平

成
２

年
４

月

２

日

～
３

年

４

月

１

日

の

間
に

生
ま

れ

た

幼

児

保

育

期

間

…

各
幼

稚

園

と

も

一

年

保

育

受
付

日

時
：
1
1
月

―
日

困

・
２

囗
團
　

午

後
１

時
3
0
分

～
４

時

受
付

会

場
・
：
各

幼

稚
園

持
ち
物
＝・
該
当
す
る
幼
児
の
住

民
票
一
通
と
印
鑑

費
用
：
入

園
時
に
は
、
入
園
料

三
千
円
、
そ
の
ほ

か
制
服
、
靴
代

な
ど
で

約
二
万

円
。
ま
た
、
月
ご

と
に
保
育
料
六
千
円
、
そ
の
ほ
か

給
食
費
・
絵
本
代
な
ど
で
約
四
千

円
程
度
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
入
園
面
接
の
日
程
等
に
つ
い
て

は
、
受
け
付
け
の
と
き
に
お
知

ら
せ
し

ま
す
。

醴
教
育
委
員
会
学
務
課
管
理
係
容

6
6・
7
4
5
7

番
、
中
部
小
附
属

幼
稚
園
容
6
3・
2
5
6
9

番
、
小

金
小
附
属
幼
稚
園
昔
4
1・
2
0
0

3
番

会場案内
講演「世界の鵬虫両生類」

交

通
・：

松

戸

駅
西

口

か

ら
徒

歩
５

分

期間…10月10日固

時間…午前1[]時～正午

会場…市民会館

講師…犲自然環境センター

上席研究員　千石正一氏

費用･･･無料

定員…100人

匣電話で文化ホール

B67-7 日1[]番へ

一
泊
二
日

の
身
近

な
国

際
交
流

ホ
ス
ト

フ

ァ
ミ
リ

ー
募

集

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間
1
0月
2
1日

出
～
2
2日

収
（
一
泊
二
日
）
　

来

日
者
概
要
二
十
～
四

十
歳
代
の
男

性
三
十
四
人

、
女
性
二
人
（
イ
ン

ド

ーフ
ィ
リ
ピ
ン

ース
リ
ラ
ン
カ

ー

エ
ジ
プ
ト

ー
ガ
ー
ナ

ー
カ
メ
ル

ー

ン

ー
ペ
ル

ー
・
パ
キ
ス

タ
ン

ー
ポ

ー
ラ
ン
ド
・
中
国
人
の

技
術
研
修

者
で

、
全
眄
片
言
の
英
語
と
日
本

語
が
話
せ

ま
言

惠
1
0月
1
2日
困
［
必
着
］
ま
で
に
、

（

ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・

家
族
構
成
・
応
募
の
動
機
を

記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

交通…ＪＲ新八柱駅・新京成八柱駅から

徒歩15分。または新京成八柱駅南口から、

新京成バス小金原団地行きで「公園中央

口」下車

ヘビと遊ぶ干石先生。

生きた滑らかな感触の体験

コーナーもあります

八
七
ｉ

五
松
戸
市

役
所
内
　
松
戸

市
国
際
交
流
協
会
へ

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

「
2
1
世

紀

の

森

と

広

場

公

募

絵

画

展

」

に

出

展

し

よ

う

題
材
2
1世
紀
の

森
と
広
場
な
ど

自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
で

、

洋
画
・
日

本
画

等
画

材

は

自
由

展
示

期
間
1
2月
1
3日
團
～
2
4日
㈲

展
示

会
場
2
1世
紀
の
森
と
広
場
内

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
　
サ
イ
ズ
油
絵

二
〇
号

相
当
ま
で

、
額
装
・
軸
装

の
こ
と
　

搬
入
日
1
2月
1
0日
㈲
・

大爬虫類ロマンへのいざない

｢世界の爬虫両生類｣展千石コレクション

1
1日

㈲

置

接
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

へ

〕
惠
出
展
要
項
を
電
話
で
パ

ー
ク
セ

ン
タ
１

昔
4
5・
8
9
0
0

番
へ

請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

消

防

杯

防

火

チ

ャ

リ

テ

ィ

ー

ミ

ッ

ク

ス

ト

ー

ナ

メ

ン
ト

予
選
1
1
1
1

月
1
2日
収
、
決
勝
1
9日

㈲
　

会

場
松

戸
テ
ニ

ス

ク
ラ

ブ

種
目
混
合
ダ
ブ
ル
ス
　

費
用
一
組

六
千
円
（
社
会
福
祉
関
係
へ

寄
付

し
ま
宮

圃
1
0月
2
0日

銜
ま
で
に
、
所
定
の

用

紙
で
松
戸
テ
ニ
ス

ク
ラ

ブ
（

一`

6
2・
3
0
4
7

番
）
へ

国

勢

調

査

の

調

査

票

を

提

出

し

ま

し

た

か

お
渡
し
し
た
調
査
票
に
、
も
れ

な
く
ご
記
入
さ
れ
ま
し
た
で
し

ょ

う
か
。
ご
記
入
い
た
だ
い
た
調
査

票
は
、
1
0月
８
日
照
ま
で
に

調
査

員

が
受
け

取
り

に
伺
い

ま

す
の

で
、
折
っ
た
り
汚
し
た
り
せ
ず
に
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

。

な
お

、
調
査
票
が
届
か
な
い
と

き
に
は

、
今
す
ぐ
総
務

部
庶
務
課

統
計
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

阿
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

千

葉

県

最

低

賃

金

が

改

正

1
0月
１
日
か
ら
、
県
内
の
使
用

者
お
よ
び
労
働
者
（
パ

ー
ト

タ
イ

マ

ー
、
ア
ル

バ
イ
ト
を
含
む
）
に

適
用

さ
れ
る
最
低
賃
金
が
次
の
よ

う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

日

額
四
千
九
百
七
十
七
円
　

時

間
額
六
百
二
十
三
円

問
千

葉
労
働
基
準
局
賃
金
課
容
0
4
3

・
2
2
1
・
4
3
1
1

番

、
賃
金
に
つ

い
て
の
二
十
四
時
間
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス

登
0
4
3
・
2
2
1
・
4
7
0
0

番

松

戸

市

①

排

水

設

備

工

事

責

任

技

術

者

②

配

管

責

任

者

の

講

習

会

と

試

験

講

習
会

日

腎

１１一
月

８

日

水

午

前

９

時
3
0
分

～

午

後
２

時
3
0
分
　

試

験
日

時

①
筆

記

八

１１
月
1
5
日

水

午

前
９

時
3
0
分

～
1
1
1
1
時
3
0
分

②

筆

記

入

１１一
月
1
5
日

困

午

後
１

時
3
0
分
～

３

時

、
実

技

Å

１１
月
1
9
日

収

午

前

９

時
3
0
分

Λ

１１一
時
3
0
分
　

受

験

資

格

①

高

等

学
校

ま

た
は

旧

制

中

学

校

以

上

の

学

校

で

衛

生

工

学

科

（
ま

た

は

そ

れ

に

相

当

す

る

学

科

）

を

修
め

て

卒

業
し

た
人

・

引

き

続

き
五

年
以

上

排

水

設
備
工

事

に

従

事
し

た

人

②

引

き

続
き

三

年

以

上

排

水

設
備

工

事
に

従
事
し

た

人
　

費
用

二

千

円

（

市
の

収

入

証

紙

を

申
込

書
に

張
り

付

け

）

里
1
0
月
2
3
日

㈲

～
2
7
日

童

の

午

前

９

時

～

午

後
５

時
の

間
に

、

直

接

下

水

道

部

施

設
課

普
及

係
へ

松

戸
市

観

光

協

会

募

集
案

内

推

奨
品

等
の
募

集

市
内
の
観
光
資
苧

観
光
施
設
・

物
産
品
を
総
合
的
に
育
成
す
る
た

め
に

、
そ
れ
ら
の
中
で
優
秀
な
も

の
を
推
奨
す
る
制
度
で
す
。

対
象
①
観
光
資
源
（
郷
土
芸
能
・

郷
土
文
化
・
無
形
文
化
財
な
ど
）

②
観
光
施
設
（
歴

史
的
な
寺
社
・

店
舗
・
史
跡
な
ど
）
③
物
産
品
（
土

産
物
・
特
産
品
な
ど
）
　
特
典
推

奨

状
・
推
奨

プ
レ

ー
ト

を

授
与

申

込
期

限
1
0
月
3
1日

㈹
　

費
用

①
・
②
一
万
五
千
円
　

③
一
万

円

（
審
査
費
用
）

問
松
戸
市
観
光
協
会
事
務
局
（
市

役
所
商
工
課
内
）

松
戸

神
社

古
式

神
幸

祭
山
車

行

列
参
加

者
募

集

1
0月
1
5日
㈲
午
前
９
時
～
午
後

５

時
　
会
場
松
戸
神
社
お
よ
び
そ

の

周
辺

斤

側
交
通
の
規
制
あ
り
）

対

象
年
齢
、
性
別
不
問
。
人
数
に

限
り
あ
り
　

費
用
無
料
（
装
束
は

貸
し
出
し
ま
す
が
、
白
足

袋
、
草

履
は
個
人
負
担
）

惠

祭
礼

実
行
委
員

会
事
務
局
・
鈴

木
昔
6
2・
3
7
1
6

番
へ

学

童

保
育

所

パ

ー
ト

指
導

員

募

集対
象
二
十
歳
以
上
の
女
性
　
勤

務
場
所
常
盤
平
学
童
保
育
所

問
常
盤
平
学
童
保
育
所
容
8
7・
2

6
7
0

番

秩

父

学

園

附

属

保

護

指

導

職

員

養

成

所

・

養

成

部

生

募

集

対
象
将
来
精
神
薄
弱
関
係
福
祉

分
野
で

仕
事
を
し
た
い
人
　

資
格

四
年
生
大

学
を
修
了
し
た
人
（
修

了
見
込
み
の
人
）・
保
母
資
格
を
持

っ
て
い

る
人
（
持
つ
見
込
み
の
人
）

年

限

一
年

間
（
平
成
８

年
４

月

～
９
年
３

月
）
　

学
費
無
料

汰
宿
舎
制
（
食
事
支
給
）
で
す
。

茴
国
立
秩
父
学
園
附
属
保
護
指
導

職
員
養
成
所
登
０
４
２
９
・
9
2・

4
1
3
7

番

戦

後
5
0
周

年

松

戸

市

戦

没

者

追

悼

式

過

ぐ

る

大
戦

に

お
け

る

戦
没

者

に

対
し

、

追
悼

の

意

を

捧

げ
る

と

と

も

に

平

和
を

祈

念

す

る
た

め

、

戦
没

者

追

悼
式

を

行

な
い

ま

す

。

遺

族

の

方
に

は

案

内

状
を

送

付

し

ま

す

が

、
当

日

ま
で

に

届

か

な

い

場

合
に

は

、

直

接

会

場
へ

お

い

で

く

だ

さ
い

。

遺

族
以

外
で

参

加

希
望

の

方
は
（

ガ

キ
で

申
し

込

み

を

（
会

場
の

都

合

上

、

参
加

希

望

者
多

数

の

場
合

、

ご

遠
慮

い

た

だ

く
こ

と

が

あ
り

ま

す

）
。

日

時
1
0
月
1
8
日

困

午

後
１

時

か

ら

受
け

付

け

、

２

時

開

式

、
３

時

3
0分

閉

式
　

会

場

市

民
会

館

汰
写

真

パ

ネ
ル

展

「
く
ら

し

の

移

り

変

わ
り

」

を

同

時
に

開
催

圃
1
0
月
1
2
日

出

ま
で

に

、
（

ガ

キ

に

住

所

・
氏

名

・

電

話

番
号

・

松

戸

市

戦

没

者
追

悼

式

参
加

希

望

と

記

入
し

、

〒
一
…一一
松

戸

市
根

本

三

八

七
－

五

松
戸

市

役

所

福
祉

部
援

護

課
社

会

係
へ

松

戸

駅

市

民

ギ

ャ

ラ

リ

ー

の

利

用

受

け

付

け

と

説

明

会

1
0月
1
6日
囲
午
後
６

時
3
0分
か

ら
　

対
象
1
2月
2
3日
冊
～
平
成
８

年
４

月
1
2
日

金
ま
で

の

利
用
分

会
場
京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸

ビ
ル
六
階

会
議
室
　

持
ち
物
筆
記
用

具

※
そ
の
後
空
き

が
あ
れ
ば
、
1
7日

㈹
か
ら
電
話
で

受
け
付
け

鬩
社
会

教
育

課
市

民
文

化

係
登

6
6・
７
４ｔ
冖ｎ
）ｎ
乙
番

建

築

パ

ト

ロ

ー

ル

を

実

施

1
0月
い
1
1
1
1

日

用

～
1
7
日

㈹
は

、「
違

反

建

築

防
止

週

間

」
で

す

。

期

間

中
の

重

点

事

業

と
し

て

、

警
察

署

・

消
防

局

・

建

築

関
係

団

体
な

ど

の

協
力

で

、
1
0
月
1
2
日

用

に

二

斉

公

開

建

築
パ

ト
ロ

ー
ル

」

を
実

施

し

ま
す

。

違

法

建

築
を

な

く

し

、

住
み

よ

い

街

づ

く

り
に

ご
協

力

く

だ
さ

い

。

問

建

築
指

導

課
指

導

係

筑

波

大

学

附

属

大

塚

養

護

学

校

幼

児

生

徒

募

集

募

集
人

員

幼

稚

部

（
四

歳

児

）

五

人

、

中
学

部

・

高

等

部
若
干

名

願

書

交
付
1
0
月
９

日
同

～
2
7
日

窗

願

書

受

付
期

間
1
0
月
3
0
日

剛

～
1
1
1
1

月
６

日

㈲
　

入

学

試

験
日

１９
一
月
５

日

次

～
７

日

出

羆
一
筑

波

大

学
附

疆

大

塚

養
護

学

校

容
0
3
・
３

８

１

３

・
［
Ｄ
５

６

９

番

ゆ

う

ゆ

う

ク

ラ

ブ

活

動

会

員

を

募

集

市
内
五
ヵ
所
の
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
お

年
寄

り
の
ク
ラ

ブ
（
ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ

ブ
）

が
活
動
中
で

す
。

こ

の
う
ち
、
矢
切
老
人
福
祉
セ

ン
タ

ー
の
ク
ラ

ブ
で
会
員
の

欠
員

が
生
じ

ま
し

た
の

で

募
集
し

ま

す
。

募
集
ワ
ラ
ブ
将
棋
　
活
動

日
・
時
間
月
曜
日
を
除
く
毎
日

、

午
前
1
0時
～

午
後
４
時
　

対
象
市

内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
人
　
定

員
十
五
人

圃
1
0月
５
日

米
午
前
９
時
か
ら

、

直
接
ま
た
は
電
話
で
矢
切
老
人

福

祉
セ
ン
タ
ー
容
6
8・
1
5
0
8

番

へ東

京

障

害

者

職

業

能

力

開

発

校

入

校

生

募

集

対

象

身
体

障

害

者
で

職
業

自

立

を

め

ざ

す
人
　

コ

ー
ス

電
気

・

電

子

系

・

ビ
ジ

ネ

ス

情

報

系
な

ど

十

一

職

種

系
　

訓

練

期

間

一
年

（

義

肢

・

装

具

系
の

み

二

年

）
　
　
特

典

授

業

料

無

料

、
訓

練

手
当

・

寮

制

度
あ

り
　

募

集
期

限

①

新
規

学

卒

＝

１１
一
月
６

日

㈲

ま
で

②

一
般

＝
1
2

月
2
2
囗

廁

ま
で

惠
住

所

を

管

轄

す
る
（

ロ

ー
ワ

ー

ク

（
公

共

職

業

安
定

所

）
へ

問

東

京

障

害

者

職
業

能

力

開
発

校

ａ

０
４

り
』（
ｊ
・
4
1
・
1
4
1
1

番

松戸市栗山古墳群出土

「馬形埴輪頭部」



みんなで江戸川に

花を咲かせよう
一江戸川松戸フラワーライン整備事業－

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て

い
る
江
戸
川
の
自
然
を
守
り
育
て
る
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
河
川
敷
を
花
で
い
っ

ぱ
い
に

す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
手
始
め
に
松
戸
三
郷
有
料
橋
下
の
五

千
平
方
吮
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

石
を
拾
い
、
土
を
耕
し
、
種
を
ま
い
て
、
春

は
レ
ン
グ
、
秋
に
は
コ
ス
モ
ス
を
咲
か
せ
ま

す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い

。

固
ま
ち
づ
く
り
総
合
推
進
室

市民会館

松戸市福祉大会
フラワーラインができるまで

ーフラワーボランティフフを募集－

一第13回ふれあい広場一

「
福
祉
の
心
に
あ
ふ
れ
た
豊
か

な
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し

、
世

代
を
超
え
た
交
流
、
障
害
者
と
健

常
者
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た

め
、
1
0月
1
5日
㈲
市
民
会
館
を
メ

ー
ン
会
場
に
「
松
戸

市
福
祉
大
会

－

第
十
三
回
ふ
れ
あ
い

広
場
」
を

開
催
し
ま
す
。

健
常
者
も
障
害
者
も
、
高
齢
者

も
若
い
人

も
、
み
ん
な
が
共
に
楽

し
め
る
催
し
物
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

記
念
講
演
は
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

豊
原
ミ
ツ
子
氏
に
よ

る
「
人
生
・
や

る
っ
き
ゃ
な
い
」
で

す
。

豊原ミツ子氏

豊
原
さ
ん
は
フ

ジ
テ
レ

ビ
で
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
を
務
め
ら
れ
た
後
。

コ
メ
ン
テ
イ

タ
ー
や
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
な
ど
多
方
面
で

活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ご
自
身
の
父
母
・

愛情を込めて種まき

期　日 作 業 内 容 時間 会　場 雨天時

10/ 7 ( 二t二)

14 圉

石拾い・草刈り・

ごみ拾い ぷ
晶

隼

松戸三郷

有料橋下

江戸川河

川敷

翌日 に

順延

10/21山 耕う ん 一石拾い

11/ 5(日)
種まき（終了 後卜

ン 汁あり）

11/12( 日）

に延期

義
母
の
看
病
経
験
を
著
し
た
出
版

物
も
多
く
、
ド
ラ
マ
化

さ
れ
た
も

の
も
あ
り
ま
す
。

固
市
社
会
福
祉
協
議
会
酋
6
8・
0

5
0
3

番

会場 内　　　　容 日　　　時

市

民

会

館

式典(福祉善行者表彰)

10
/
15
(日)

午前９時30分～
10時30分

記念講演「人生・やるつきやない」
エッセイスト・豊原ミツ子氏

午前10時30分～
正午

福祉のまちづくり音頭・万作踊り・
唄と踊り・鼓笛・踊り歌謡･ダンス･
みんなで歌いましよう・ロックバン
ド演奏・フィナーレ

午後
１時～

３時15分

ユニークダンス 午後○時45分～
２時30分

ガイドヘルプ体験コーナー 午後１時～２時

リサイクルショップ･手作り品販売･
ふれあい電話・老人ホーム説明相談
コーナー・再生自転車販売・身障者
用教習車展示・おもちやの図書館

・

朗読・点訳体験
コーナー・バザー・

パネル展示・手話コーナー・募金コ
ーナー

午前11時30分～
午後３時

※その他､盛りだくさんの催し物や軽食コーナーがあります。

jxl

ﾉし
ふれあい広場ポスター展

10/10W ～15(日)
午前10時～午後

６時

(初日は午後1 時から最終日は午後４時まで)

サ
ー
ク
ル

※
会
場
は
変
更
す

松

戸

健

走

会
（
マ

ラ

ソ

ン

）

毎
週
日
曜
日

と
祝
日
の
午
前

６

時
3
0分
か
ら

介
一
月
～
３

月

は
午
前
８
時
か
ら
）
　
　会
場
運

動
公

園
　
対
象
高
校
生
以
上
の

健

康
な
人
　

費
用

年
六

千
円

父

会
金
な
し
）

茴
中
村
容
6
2・
3
2
0
4

番

新

松

戸

吟

道

会

（
詩

吟

・

短

歌

・

俳

句

の

朗

詠

）

毎
週

①

水
曜
日

午

後
１

時

～
４

時

②
木

曜
日

午

後
１

時

～
３

時

③
木

曜
日

午

後
２

時

～
４

時

④
土

曜
日

午

前
1
0
時

～
正

午
と

午
後
７

時
～
９

時
⑤

土
曜
日

午
前
1
0時
～
正

午
　
会

場

①
青
少
年
会
館
②
馬
橋
市
民

セ
ン
タ
ー
③
馬
橋
東
市
民
セ
ン

タ
ー
④
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

⑤
馬
橋
東
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費

用
月
二
千
円
（
入
会
金
二
千
円
）

固
塩
井
音
4
4・
9
1
9
6

番

奥

様

い

け
花

会

毎
週
①
火

②
木

③
金
曜
日
、

各
午
前
1
1
1
1

時
2
0分
～
午
後
Ｏ
時

3
0分
　

会
場
①
八
柱
・
馬

橋
東

各
市
民
セ
ン
タ
ー
②
市
民
会
館

③
明
・
六
実
各
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
月
三
千
円
（
花
材
費
別
・

入
会
金
な
し

）

固

橋
本
音
6
8・
5
3
4
1

番

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ボ

ー

イ

ス

カ

ウ

ト

団

員

募

集
日

曜
日
（
月
三
回
）
に
集
会

会
場
各
地
域
の
ス
カ
ウ
ト
（

ウ

ス
な

ど
　

対

象
幼

稚
園

年
長

～
小
学
校
四
年
生
　
費
用
月
二

千
円
（
入
会
金
な
し
、
別
途
サ

マ

ー
キ
ャ
ン
プ
積
立
金
あ
り
）

匣
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し

、
〒
2
7
0
松
戸

市
中
金
杉
三
上

一
一
五
上
浦
原

（
昔
4
4・
7
7
9
2

番
）
　へ

さ

つ

き

会

（
健

康

体

操

）

毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
１

時

～
２

時
3
0分
　

会
場
運
劒
公

園

小
体
育
室
　

対
象
女
性
　

費
用

月
二
千
円
（
入
会
金
千
円
）

固
山
内
昔
9
1・
9
2
4
0

番

纛

千

家

茶

道

同

好
会

毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
～
午

後
１

時
　
会
場
馬

橋
市
民
セ
ン

タ

ー
茶

室
　

費
用

月
四

千
円

入

会
金
な
し
）

固
井
上
昔
6
1・
5
7
5
5

番

松

戸

北

子

ど
も

劇

場

年
間
四
回
以
上
の

舞
台
鑑
賞

の
ほ
か
、
種
々
の

遊
び
を
通
し

て
、

地
域
で

子

育
て

を

行
う

費
用
月
八
百
円
（
入
会
金
三
百

円
）
閲
藤
田
容
4
7・
4
4
4
6

番

新
松
戸

コ

ー
ル

マ
ミ

ー
（
女

声

合

唱

）

毎
週
水
曜
日
午
前
1
0時
～
午

後
Ｏ
時
3
0分
　
会
場
青
少
年
会

館
　
費
用
月
三
千
円

入

会
金

千
円
）

固
波
多
江
昔
4
5・
4
6
1
0

番

若

葉

会

（

社

交

ダ

ン

ス

初

級

）毎
週
火
曜
日
午
前
９

時
～
正

午
　
会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
二
千
五
百
円
（
入
会
金

二
千
円
）

茴
寺
嶋
昔
6
3・
1
4
1
2

番
（
午

前
７
時
～
９

時
の
間
）

小

金

原

美

容

体

操

サ

ー

ク

ル
毎
週

①
火
②
木

曜
日
、
各
午

前
９
時
3
0分
～
1
1時
　

会
揚
①

②
と
も
小
金
原
体
育
館
　

費
用

各
月
千
円
（
入
会
金
千
円
）

閲
加
藤
公
4
9一・
4
7
1
9

番

火

曜

サ

ロ

ン

（
自

分

史

の

会

）毎
月
第
二
・
四
火
曜
日
午
後

１

時
3
0分
～
４

時
　
会
揚
明
市

民
セ
ン
タ
ー
　

費
用
月
千
百
円

入

会
金
な
し

）

醴
増
田｛
一一
8
7・
2
8
4
3

番

松

戸

ド

イ

ツ

語

読

書

会

毎
週
土
曜
日

午
後
２
時
～
４

時
　
会
場
馬
橋
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
千
円
（
入

会
金
な
し

）

固
池
野
容
4
6・
1
6
0
3

番

ｙ
　
　
　
　
　

ｊ

・
’．フ

ダ

’・

ヽ
Ｉ

Ｉ

Ｉ

、、
ｌ

一

入
」

ト

ー

ク

Ｍ

Ｃ

（
話

し

方

教

室

）毎
月
第

丁

三
火
曜
日
午
後

６
時
3
0分
～
９

時
　

会
場
市
民

会
館
　

費
用
月
五
百
円

入

会

金
千
円

）

固
松
下

豊
8
7・
5
2
3
4

番

まず手始めに松戸三郷有料橋下の5,000 m'を

石拾いと草刈り、ごみ拾い
耕うん

広い場所なのでトラクターで耕うんします

種まき

開花（春はレンゲ・

秋はコスモス）

１列に並びバケツで

拾います。何杯拾え

るかな
私 た ち が 育 て た 自 慢 の 花 で す 。

イ ベ ン ト も 計 画 し ま す



利
用
・
協
力
・
賛
助
会
員
を
募
集
し
ま
す

福

祉
公

社

は

、

高

齢

者
や

障

害

を

持

っ
た

人

が

必
要

と

す

る

家

事

・

介

護

援
助

サ

ー

ビ
ス

を

、

地

域

の

人

た

ち
の

参

加
と

協
力

に

よ
り

有
償
で

提

供
し
て

い

ま
す

。

こ

れ

ま
で

、
日

常

生
活

の

中
で

手

助

け

を

必
要

と
し

て

会

員

登

録

を
し

た

人
は

二

百

二

十
人

で

、

協

力
会

員

の

派

遣
に

よ

る

サ

ー
ビ

ス

は
、
四
千

回
余
り

と
な

っ
て

い

ま
す
。

サ

ー
ビ
ス

の
利

用

世

帯
の

構
成

は

次
の

と

お

り
で

す

。

○

単

身
世

帯

一

九

・
三
％

○

高

齢

者
夫

婦

世

帯
二

四

・
三

％

○

同

居
世

帯
五

五

・
七
％

（

う
ち

日

中
独

居

世

帯
四

四

・

八
％

）

○

サ

ー

ビ

ス
内

容

○

家

事

援

助
サ

ー

ビ
ス

利

用

割
合

・

掃

除
三

三

・

六
％

・

調
理

二

八

・
四

％

・

買

物

一
九

・

六
％

○
介

護

援

助
サ

ー
ビ
ス

利

用

割

合

・

見

守

り
二

七

・
二

％

。
・
排

せ
つ

介

助

二
五

・
〇
％

・
外

出

介

助

二
（

・
三

％

○
利

用

会

員

高

齢
だ

っ

た
り

、

障

害

を
持

つ

た
り
し
て

、
日
常
生
活
の
中
で
手

助
け
を
必
要
と
す
る
人

（
世
帯
）

で
公
社
が
サ

ー
ビ
ス
の

必
要
性
を

認
め
た
人
（
世
帯
）

※
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
料
は
、
表
３

の
と
お
り
で
す
。

○
協
力
会
員

利
用
会
員
の

自
宅
に
出
向
き
、

掃
除
・
洗
濯
・
調
理
な
ど
の

家
事

援
助
や
、
通
院
、
散
歩
の
介
助
な

ど
の
介
護
援
助
サ

ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
人

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
を

お
持
ち
の
市
内
在
住
・
在
勤
の
二

十
歳
以
上
の
人

汰
サ
ー
ビ
ス
に
必
要
な
知
識
や
技

術
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
く
た

め
、
登

録
時
に
基
礎
研
修
（
表

１
）
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
賛
助
会
員

福
祉
公
社
の

事
業
に
賛
同
し
て
い

た
だ
け
る
個
人
・
団
体
・
企
業
な

ど
の
皆
さ
ん
。
会
員
の
人
に
は
公

社
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

※
年
会
費
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

固
聯
松
戸
市
福
祉
公
社
昔
6
8・
2

9
4
1

番

サービスの提供だけでなくふれあいも

協力会員基礎研修表 １

週　　　　　問 時　　　間 会場

Ａ
11/10 ～12/15

の毎週金曜日

午前９時30分～

正午 衛

生

会

館

Ｂ
H  8. 1 ／１１～ ２ ／１５

の毎 週木曜日

午後１時30分～

４時

Ｃ
H  8. 3/5 ～４／９

の毎週火曜日

午前９時30分～

正午

10/22 日)1ま

「たから市」出店者も募集
※研修は ６日 間（16時間）で す。

※一部実 習につい ては別途日程を 調整いたします。

※応募状 況により 今後も研修を予 定し ます。

賛助会員年会費表 ２

卜 個　　人 法　 人

入 会 金 1,000円 10,000円

年 会 費 1,000円 10,000円

「
千
葉
県
リ
サ
イ
ク
ル
の
日
」

県
民
運
動
の
一
環
と
し
て
、
ク
リ

ン
ク
ル

ま
つ
り
を
行
い
ま
す

。

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
を

テ

ー
マ
と
し

た
、
楽
し
い

催
し
で

い
っ
は
い
で

す
。

ご
来
場
の
際
に
は
、
古
新
聞
、

古
雑
誌
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

。
粗

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

日
時
1
0月
2
2日
収
午
前
1
0時
～

午
後
２

時
　
会
場
ク
リ

ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
高
柳
新
田
三
七
番
地
）

※
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

各

種

イ

ベ
ン

ト

・
温
水
プ
ー
ル

の
無
料
開
放

表 ３

入会金 1,000円（登録時のみ）

月会費 月1,000円（基本サービス）

家事

介
護
援
助
サ
｜
ビス

派遣

時間

月曜日～金曜日 土日・祝日

午前９時～午後５時
午前８時～９時

午後５時～８時
午前９時～午後５時

利霜

家事 １時間　900 円 １時間1,100 円 １時間1,100 円

介護 １時間1,100 円 １時間1,300 円 １時間1,300 円

理髪 １回　5,000円

譴 上記サービス派遣1 口につき　500円

24時間あんしん電話サービス 月　3,500円（通話料・消費税別）

・
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
見
学

・
ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
ポ
ス

タ
ー
の
展
示

・
迷
宮
ク
イ
ズ

・
再
生
自
転
車
の
販

売
（
三
十
台
）

・
フ
リ

ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
「
た
か
ら

市
」

・
子

ど
も
の
広
場

・
Ｅ
Ｍ

ボ
カ
シ
あ
え
Ｐ
Ｒ
コ

ー
ナ

ー
（
容
器
・
ボ
カ
シ
販
売
）

・
紙
す
き
教
室
（
（

ガ
キ
の
作
成
）

・
廃
食
油
利
用
に
よ
る
せ
っ
け
ん

作
り

固
ご
み

を
減
ら
す
課

「
た

か

ら

市

」

出

店

者

募

集

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
生
活
用
品フリーマーケット「たから市」

の
フ

リ

ー
マ

ー

ケ
ッ

ト

「
た

か
ら

市

」

を

閧
き

ま

す

。

対

象

営
利

を

目

的
と

し

な

い

二

十

歳

以

上

の

個

人

ま

た

は

団

体

（
先

着
五

十

組
）

圃
1
0
月
一
１１
日

圉

〔

消

印

有
効

〕

ま

で

に

、
（

ガ
キ

に

氏

名

（

グ
ル

ー

プ

の

場

合
は

代

表

者

名

と
人

数

）・

住

所

・

電

話
番

号

（

昼

間
の

連

絡

先

）
・
主

な
品

目
・
自

動

車

使
用

の

有

無

（
使
用

す
る

場

合

は

一

組
一

台

に

隕

る

）
を

記

入

し
て

、

〒
2
7
1

松

戸

市

小

根

本
七

―
八

京

葉

ガ
ス

Ｆ

松

戸

第
ニ

ヒ

ル

五

階

松

戸

市

役

所

消

費
生

活

課

（
C
6
6
・
7
3
2

9

番

）
　へ

エ

ー

デ

ル

ワ

イ

ス

ー
ダ

ン

ス
サ

ー
ク

ル
（
社

交
ダ

ン

ス
）

毎
週

①

火
曜
日

午

後
２

時

～
５
時
、
②
金
曜
日
午
後
６
時

～
９
時
　

会
場

①
八
ヶ

崎
市
民

セ
ン
タ
ー
②
松
飛
台
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
二
千
円
（
入
会

金
千
円
）

固
川
上
容
8
5・
1
5
1
1

番

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

ー

フ
リ

ー

ジ
ャ

ー

ふ

れ

あ

い

会
毎
月
第
二
・
四
日

曜
日
午
後

２
時
～
５
時
　

会
揚
勤
労
会
館

費
用
月
五
百
円

入

会
金
な
し
）

醴
小
河
音
6
4・
8
1
5
0

番
（
夜

間
）

八
柱

ダ
ン

ス
（
社

交
ダ

ン

ス
）

毎
週
水
曜
日
午
後
６

時
～
９

時
　
会
場
八
柱
市
民
セ
ン

タ
ー

費
用
月
二
千
五
百
円
（
入

会
金

千
円
）

固

飯
生
容
8
5・
1
8
0
7

番

松

戸

青

少

年

交

響
楽

団

毎
週
金
曜
日

午
後
７
時
～
８

時
3
0分
　

会
場
森
の

ホ
ー
ル
2
1

練
習

室
　

費
用
月

子
五

百
円

入

会
金
な
し

）

鬩
楽
林
容
4
5・
0
3
9
4

番

萌

樹

会

（
油

絵

）

月
二

回
日

曜
日

午

後
１

時

～
四

時
　

会

場

青
少

年
会

館

費
用
三
千
五
百
円
（
入
会
金
二

千
円
）

固

高
橋
昔
6
4・
9
7
8
6

番

松

戸

東

子

ど

も

劇

場

年
四

、
五
回
の
舞
台
観
賞
と

遊
び
の

会
を
通
し
て
地
域
で
の

子
育
て
　

会
場
市
民
会
館
ほ
か

費
用
月
千
円

久

会
金
五
百
円
）

黯

事
務
局
・
荒
井
容
8
4・
0
5

0
4
番

馬

橋

プ
ラ

ウ

エ

ン

コ

ー

ル

（

女

声

合

唱

）

毎
週
火
曜
日
午
前
1
0時
～
正

午
　
会
場
青
少
年
会
館
　

費
用

月
二
千
円

犬

会
金
千
五
百
円
）

茴
相
賀
昔
4
5・
9
5
3
6

番

松

戸

レ

ク

ダ

ン

ス

同

好

会

日

曜
日
（
月
四
回
）
午
後
６

時
3
0分
～
８

時
3
0分
　

会
場
市

民

会
館
　

費

用
月
千

五

百
円

入

会
金
千
円
）

茴
松
沢
昔
6
3・
6
3
8
1

番

サ

ン

フ

ラ

ワ

ー

（

や

さ
し

い

英

会

話

）

毎
週
月
曜
日
午
前
1
0時
～
正

午
　

会
場

明
市

民
セ
ン

タ

ー

費
用
月
三
千
円

入

会
金
千
円
）

固

高
力
登
6
3・
3
2
9
6

番

常

盤

平

女

声

合

唱

団

毎
週
火
曜
日
午
前
1
0時
～
正

午
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
　

費
用
月
三
千
円

入

会
金

千
円

）

醴
岩
佐
昔
8
8・
4
3
7
9

番

あ

す

な

ろ

（

文

章

入

門

）

毎
月
第
一

木
曜
日
午
後
６
時

～
９
時
　

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー

ほ
か
　

費
用
月
五
百
円

入

会

金
千
円
）

固
宮
崎
容
8
6・
8
8
7
5

番

松

戸

文

化

写

真

会

毎
月
第
二
土
曜
日
午
後
６
時

3
0分
～
９

時
　

会
場
市
民
劇
場

費
用
月
千
円
（
入
会
金
千
円
）

茴
河
上

昔
6
3・
4
9
4
0

番

フ

レ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

（

健

康

体

操

）

毎

週

火

・
木

曜
日

午

前
９

時

3
0分

Λ
1
1
1
1

一
時
　

会

場

運

動
公

園

小

体
育

室
　

対

象
二

十

歳
以

上

の

女

性
　

費

用
月

二

千

円

入

会

金
千

円

）

固

野
口

容
4
4
・
9
6
0
0

番

松
戸
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ア
ミ

ー
毎
月
第
二
・
四
土

曜
日
午
後

２

時
～
４
時
　

会
場

稔
台
市
民

セ
ン

タ

ー
ま

た
は

市
民

会

館

費
用
月
三
千
五
百
円
（
入
会
金

千
円
）

閲
佐
藤
音
8
5・
3
2
5
5

番

さ

く

ら

会

（

健

康

体

操
）

毎
週
火
・
木
曜
日
午
前
９

時

2
0分
～
1
1
1
1

時
　
会
場
常
盤
平
体

育
館
　

対
象
女
性
　

費
用
月
二

千
五
百
円

入

会
金
千
五
百

円
）

固
長
井
音
8
5・
4
5
1
1

番

牧

の

原

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

ク

ラ

ブ毎
週
日
曜
日
午

後
１
時
～
４

時
　
会
場
牧
野
原
小
学
校
体
育

館
　
定
員
十
五
人
　

費
用
月
八

百
円
（
入
会
金
な
し
）

固
磯
野
登
4
1・
7
7
3
4

番

す

み

れ

会

（
３

Ｂ

体

操

）

毎
週
火

曜
日
午
後
１
時
3
0分

～
３

時
　
会
場
六
実
市
民
セ
ン

タ
ー
　
対

象
女
性
　

費
用
月
二

千
五
百
円
（
入
会
金
二
千
五
百

円
）

固
宮
本
音
8
4・
3
8
5
0

番

ま

つ

ひ

（

健

康

体

操

）

毎

週

火

曜
日

午
前
1
0
時

Å

１１一

時
3
0
分
　

会

場
松

飛

台

市

民
セ

ン

タ

ー
　

対

象
女

性
　

費

用
月

千
円

（
入

会

金
千

円

）

固
田

辺

昔
8
6
・
0
5
4
2

番

福
祉
公
社
サ
ー
ビ
ス
開
始
一
周
年

クリンクルまつり

サ ー ビ ス 利 用 料



市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

後

期

ク

ラ

ブ

対

抗

戦

1
0月
８

日

㈲
（
四

上
（

部
）
、

月
1
9
日

㈲

二

～

三

部
）
、
各
午

前

９

時

開

会
　

会

場

運

動
公

園
体

育

館
・

小

金

原

体

育
館
　

対

象
松

戸

市
バ

ド

ミ
ン

ト

ン

協

会
に

登

録
さ

れ
て

い

る

ク
ラ

ブ
の

男

・

女
団

体

戦
　

費

用

一

ク
ラ

ブ

三

千

円

持

ち

物

検
定

シ

ャ
ト

ル

固

松
戸

市

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

協

会

・

長
谷

川

容
4
1
・
7
9
2
5

番

市

民

（

イ

キ

ン

グ

1
0月
2
8
日

出

午

後
一
1
1
1
1

一
時
伊

勢

丹

松

戸

店

前

集
合

、
2
9
日

面

午

後
８

時

帰

着
　

行

き

先

日

光

白

根

山

対

象

中

学

生
以

上
　

定

員

先

着
三

十
五

人
　

費

用

一
万

千

円

醋
松

戸

山

岳

協
会

・
高

橋

登
8
7
・

1
7
8
4

番

秋
季
体
育
祭
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）
　
ス

ポ
ー
ツ
教
室

1
1
1
1

月
３
日

竕
午
前
８
時
3
0分
か

ら

受

け
付

け
、

午
前
９

時

開
始

会
場
栗
ケ
沢
公
園
庭
球
場
　

種
目

男
女
別
の
Ａ
・
Ｂ

・
Ｃ
・
Ｄ
ラ
ン

ク
別
　
会
場
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
ク
ラ

ブ
・
在
学
者
　
費
用
一
チ

ー
ム
二
千
円

兩
1
0月
1
3日
金
ま
で
に

、
振
込
用

紙
で
茴
松
戸
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟
・

小
倉
登
4
5・
0
8
9
9

番

シ

ル

バ

ー

テ

ニ

ス

大

会

‥1
1
1
1

一
月

６

日

㈲

写

備

貝

１１（

月
1
3

日

側

）

午

前

９

時

開

始
　

会

楊

栗

ケ

沢

公

園

庭

球

場
　

対

象

市

内

在

住

・

在

勤

・

在

ク

ラ

ブ

の

六

十

五

歳

以

上

の

男

性

・

五

十

五

歳

以

上

の

女

性
　

費

用

一

チ

ー

ム

千

円

内

容

男

子

ペ

ア

・

女

子

ペ

ア

、

混

合

ペ

ア

で

、

合

計

年

齢

百

三

十

歳

以

上

の

ダ

ブ

ル

ス

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

惠
1
0

月
2
0
日

窗

〔
必

着

〕

ま

で

に

、

（

ガ

キ

に

住

所

・

氏

名

・

生

年

月

日

・

電

話

番

号

・

テ

ニ

ス

歴

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市

上

本

郷

四

四

三

四

運

動

公

園

ス

ポ

ー

ツ

課

へ

固

増

山

容
4
2
・
8
9
6
9

番

講

演

会

「
地

域

に

生

き

る

図

書

館

づ

く

り

」

1
0月
2
1日
出
午
後
２

時
～
４

時

会
場
市
民
会
館
　
講
師

前
朝
霞
図

書
館
長
・
大
沢
正
雄
氏
　

費
用
五

百
円
固
お
１
い

図
書
館
・
青
木
豊
6
7・

5
3
8
4

番
（

夜
間
の
み

）

つ

ま

み

画

講

習

会

1
0月
2
4日

㈹
午
前
1
0時
～
正
午

会
場

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ

ー
　
費

用
二
千
五
百
円
　
内
容
つ
ま
み
画

干
支
「
ね

ず
み
短
冊
」
　

持
ち
物

つ

ま
み
用
ピ
ン
セ
ッ
ト
・
和
ば
さ

み
・
の
り

板
・
お
し

ぼ
り

固
あ
か
し
や
つ
ま
み

画
研

究
会
・

蜷
川
容
8
8・
7
3
6
5

番

種　　　　　目 日　時 会　場 問い合わせ

ラージボール卓球

10/15(日）

午前９時

～正午

訐
；

校

体育指導委員

香川O43-5580S

インディアカ
体育指導委員

梶野登42－2602番

グラウンドゴルフ
校南新
校小松
庭学戸

体育指導委員

木下S45-3429 番

匣当日 会場で費用…無料

図

書

館

市

民

講

座

・

松

戸

に

在

住

し

た

芥

川

賞

作

家

「
李

恢

成

文

学

講

演

会

」

1
0月
2
7
日
倒

午

後
１

時
3
0
分

～
３

時
3
0分
　

会
場
女
性
セ
ン
タ

ー
　

定
員
先
着
七
十
五
人

語
1
0月
2
0日
脂
ま
で
に
、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て

〒
2
7
1
松
戸

市
松
戸
二
〇
六
〇
市
立

図
書
館
（
容
6
5・
5
1
1
5

番
）へ

千

葉

大

学

公

開

講

座

「
こ

と

ば
の
饗

宴
‐

語

り
と
芸

能
－

」

1
0月
2
8日
～
1
2月
９
日
の
毎
週

土

曜
日
、
午
後
１
時
～
４

時
1
0分

（
2
8日
は
正

午
か
ら
受
け
付
け
午

畄

Ｏ

時
4
0分
開
講
）
　
　会
場
け
や

き
会
館
・
千
葉
大
文
学
部
講
義
室

（
Ｊ
Ｒ
総
武
線
西
千
葉
駅
西
口
下

車
徒
歩
七
分
）
　
　内
容
日
本
と
世

界
の
語
り
の
世
界
を
芸
能
や
歌
謡

の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
通
じ
て

紹

介
　

定
員
二
百
人
　

費
用
七
千
七

百
円
毘
1
0月
1
3日
窗
ま
で
に

、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
電

話
番

号
・
職

業
を
記
入

し
て

、

〒
2
6
3
千

葉

市
稲

毛
区

弥
生
町

一

上

二
十
三
千
葉
大
学
文
学
部
教
務

係
（
昔
0
4
3
・
2
9
0
・
2
3
5
1

番
）
へ

話

し

方

教

室

1
0月
1
8日
～
1
2月
６
日
の
毎
週

水
曜
日
（
全
八
回
）
、
午
後
６
時
3
0

分
～
９

時
　
会
場
市
民
劇
場
　

費

用
八
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

内
容
話
し
方
の
講
義
と
実
習

固
Ｈ
Ｒ
松
戸
話
し
方
研
究
会
・
田

村
昔
4
5・
8
1
5
0

番

講
座
・
講
演

青

年

講

座

「

国

際

交

流

の

マ

ナ

ー

入

門

」

1
0月
1
9
日

Λ
1
1
1
1

一
月

２

日

の

毎
週

木

曜
日

（

全
三

回

）
、

午

後

７

時

～
９

時
　

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

対

象

十
六

歳
以

上

の
人

（
三

十

歳

未

満

優

先

）
　
　
講

師

脇

山

怜

氏

内

容

外

国
人

と

の

交

流
で

知

っ
て

お

き

た

い
日

常
生

活

の

常
識
　

定

員
先

着
二

十
人
　

費

用

無

料

匣
1
0
月
1
2
日

團

〔
必

着

〕

ま
で

に

往

復
（

ガ

キ
に

住
所

・

氏

名

・
年

齢

・

電
話

番

号

・

講
座

名

を
記

入

し

て

、

〒
2
7
0松
戸

市
新

松

戸

南
二

上

一
青
少

年

会

館

（

容
4
4
・
8
5

5
6

番

）
　へ

東

洋

学

園

大

学

・

東

洋

女

子

短

期

大

学

公

開

教

養

講

座

1
0
月
1
4
日

、

‥
1
1
1
1

一
月
一
1
1
1
1

日

、
1
2

月

９

日

、

１

月
1
3
日

の

土

曜

日

（

全

四

回

、

午

後

１

時

～

２

時
3
0

分

会

場

東

洋

学

園

大

学

・

東

洋

女

子

短

期

大

学

（

流

山

校

舎

）
　

内

容

「

国

際

化

の

時

代

を

生

き

る

」

対

象

社

会

人

お

よ

び

学

生
　

定

員

百

人
　

費

用

千

円

圃
1
0

月

６

日

窗

Å
1
1
1
1

一
日

困

の

間

〔
８

日

㈲

と
1
0
日

㈹

を

除

く

〕

に

、

電

話

で

東

洋

学

園

大

学

・

東

洋

女

子

短

期

大

学

事

務

局

総

務

課

登

０

４

７
↑
上
・
5
0

・
3
0
0
1

番

へ

家

庭

教

育

学

級

合

同

講

演

会

1
0月
1
9日
團
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
市
民
会
館
　
テ

ー
マ

「
育
児

の
た
め
の
育
自
学
～
お
父
さ
ん
子

育
て
に

参
加
し
て

ま
す
か
」
　

講

師
お
茶
の

水
女
子
大
学
教
授
・
森

隆
夫
氏
　

費
用
無
料

固
矢
切
公
民
館
昔
6
8・
1
2
1
4

番

社

交

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

1
0 月
1
7

日
・
2
4
日

、

１１
‥一
月

７

日

・

1
4日

・
2
1
日

・

の

各

火

曜

日

、

午

後

７

時

～

９

時
　

会

場

常

盤

平

市

民

セ

ン

タ

ー
　

費

用

千

円
　

対

象

十

八

歳

上

二
十

歳

の

人

醋

松

戸

青

年

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー

ク

ル

・

梅

沢
｛
一一
4
5
・
0
0
8
0

番

秋

の

陶

芸

一
日

教

室

1
0月
９
日
側
午
前
９

時
3
0分
・

午
後
Ｏ

時
1
5分
・
午
後
３

時
の
う

ち
の
一
回
　
会
場
陶
松
（
市

立
病

院
裏
）
　

費
用
五
百
円
（
陶
土
・

焼
き
代
別
）
　
定
員

先
着
十
二
人

間
縄
文
土
器
を
作
る
会
・
小
堀

容

6
8・
７
７
９
な
り
番

育

児

・

介

護

休

業

制

度

推

進

会

議1
0月

‥１１一
日

困

午

後

１

時
3
0
分

～
４

時
　

会

場

千

葉

県

経

営
者

会

館

六

階

ホ

ー
ル
　

内

容

育
児

・

介

護

休

業

法
の

説

明
　

講

演

講
談

師

宝

井

琴

桜

氏

「
山

下

さ
ん

ち
の

物

語

（
介

護

休
業

綢

）
」
　
費
用

無

料

圉

電
話
で

千
葉
婦
人

少
年

室

昔
0
4
3
・

2
2
1
・
2
3
0
7

番
へ

高

齢

者

巡

回

介

護

教

室

い
1
1
1
1

一
月

７

日

㈹

午

後
１

時

～
４

時

会

場

福
祉

医

療

セ
ン

タ

ー
　

内

容

講

演
・
実

技
演

習
・
介
護

相

談
　

定

員

先

着
八

十

人
　

費
用

無
料

惠
1
0
月
3
1
日

㈹

ま
で

に

、
「

ガ

キ

に

住

所
・
氏

名
・
電

話

番

号
・

回

月

７

日

高

齢

者
巡

回

介

護

教
室

希

望

」

と

記
入

し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市

小

根

本

七

東
葛

飾

支

庁

社
会

福
祉

課

（
0
6
1
・
4
0
7
7

番

）
　へ

見
に
行
こ

う

聴
い
て
み
よ
う

＝
文
化
施
設
だ
よ
り
＝

茴市民会館S68-1237 番圀市民劇場昔68７0070間文化ホ ール067 ―7810番醴戸定歴史館
き62―2050H

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

５

日く

1
1／
３
㈲
2
9目
1
9附
1
5日
８
日

1
0／
６
廁

期
　
日

松
戸
市
文
化
祭
民
謡
民
舞
大
会

松
戸
市
文
化
祭
民
踊
大
会

市
民
健
康
づ
く
り
の
集
い

～
ジ
ャ
ズ
体
操
フ
’上
ス
テ
ィ
バ
ル
～

家
庭
教
育
学
級
合
同
講
演
会

松
戸
市
福
祉
大
会
～
ふ
れ
あ
い
広
場
～

東
京
バ
レ
エ
劇
場
付
属
松
戸
バ
レ
エ
研
究
所
バ
レ
エ
発
表
会

竹
友
会
や
わ
ら
木
苑
文
化
講
演
会

橋
凡
子（

な
み
こ
）「
宇
宙
人
？
お
母
さ
ん
と
の
日
々
Ｌ
　

☆

内
　
　
　
　
　
　

容

９

‥
3
0

９
一
3
0

1
3一
ｍ
Ｊ

Ｏ

・

０

１

・

０

９
一
4
0

７

・

０

１

・

０

（
ｕ

）

．
０

１

・

０

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
☆
印
の
つ
い
て
い
る
催
し
物
は
有
料
で
す
。

５
日
４
山

1
1／
３
㈲
2
9目
2
6困
2
4㈲
剄
］出
1
5臼
1
4圉
1
2困
1
0痂

1
0／
６
廁

期
　
間

ピ
ア
ノ
演
奏
会

松
戸
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
演
奏
会

松
戸
市
文
化
祭
奇
術
会

松
戸
市
文
化
祭
史
談
会

ク
ラ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☆

音
楽
の
広
場

松
戸
声
楽
勉
強
会
発
表
会

舞
踊
の
会
　
英
寿
の
会

松
戸
寄
席
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☆

カ
ラ
オ
ケ
コ
ン
テ
ス
ト

都
市
計
画
公
聴
会

音
楽
祭

菊
若
流
舞
踊
会

内
　
　
　
　
　
　

容

１

・

０

１

・

０

｣
O

 
･ 
O

１

・

０

３

・

０

１

・

０

３

・

０

１

・

０

８

・

０

１

・

０

３

・

０

１

・

３

３

・

０

１

・

３

１

・

０

１

・

０

８

・

０

１

・

０

８

・

０

１

・

３

２

・

０

１

・

０

４

・

０

１

・

０

Ｏ

・

０

１

・

３

開
演
時
間

※
月
曜
日
は
休
館
。
開
館
時
間
・：
午
前
1
0時
～
午
後
６
時

1
1／
１
團
～
５
臼

2
5圉
～
2
8圉

2
4㈲
Ｓ
2
9日

1
7㈲
～
2
2臼

1
2困
～
1
5日

1
0睨
～
1
5日

６
廁
～
８
日

1
0／
８
日
ま
で

期
　
　
　
　
間

松
戸
市
文
化
祭

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
松
戸
児
童
作
品
展

作
陶
須
恵
展

あ
す
な
ろ
会
洋
画
展

凍（
り
ん
）の
会
洋
画
会
展
／
9
5

創
美
会
展

青
少
年
健
全
育
成
ポ
ス
タ
ー
展

ふ
れ
あ
い
広
場
ポ
ス
タ
ー
展

金
曜
デ
ッ
サ
ン
会
作
品
展

松
戸
市
小
中
学
生
観
光
絵
画
展

丙
辰
書
展

内
　
　
　
　
　
　

容

入
館
時
間
・：
午
前
９
時
3
0分
～
午
後
４
時
3
0分
（
月
曜
日
は
休
館
）

入
館
料
・：
大
人
六
十
円
・
高
大
学
生
四
十
円
・
小
中
学
生
二
十
円

※
第
二
・
四
土
曜
日
は
、
小
・
中
学
生
は
無
料
で
す
。

1
2／
３
臼
ま
で

徳
川
昭
武
・
慶
喜
兄
弟

の
写
真
展

期
　
　
　
　

間

徳
川
昭
武
と
そ
の
兄
慶
喜
は
、
写
真
を
通
し
て
明
治
と
い

う
時
代
を
悠
々
自
適
に
過
ご
し
た
。
彼
ら
が
残
し
た
膨
大

な
写
真
に
よ
り
、
明
治
と
い
う
時
代
と
華
族
の
生
活
ぶ
り

を
展
覧
す
る
。

内
　
　
　
　
　
　

容

ス
ポ
ー
ツ

陸

上

競

技

市

民

記

録

会

1
0月
2
1日
出
午
後
１
時
3
0分
か

ら
受
け
付
け
　

会
場
運
動
公
園

対
象
小
学
四
年
生
以
上
　

費
用
一

種
目
百
円

内
容
五
十
肩
・
百
肩
・

三
千
肩
・
五
千
肩
・
走
り
幅
跳
び
・

砲
丸
投
げ
・
小
学
生
千
μ

惠
当
日
会
場
で

黯

鵜
心
容
6
4・
7
5
5
5

番

リ
ズ
ミ
ッ
ク
・
カ
ン
フ
ー
特

別

講

習

会

1
0月
1
2日

～
2
6日
の
毎
週
木
曜

日
（
全
三
回
）、
午
後
７

時
～
８
時

4
5分
　
会
場
八
柱
市
民
セ
ン

タ
ー

定

員
先

着
二
十

人
　

費
用
千

円

内
容
肩
こ
り
ゃ
腰

痛
中
心
の
レ
ッ

ス
ン
　
対

象
成
人
男
女

惠
リ
ズ
ミ
ッ
ク

ー
カ
ン
フ

ー
ハ
柱

ク
ラ
ブ
・
本
田
音
8
5・
7
3
6
6

番
（
午
後
７
時
以

降
）
へ

情報チャンネル

●・

市民会館戸定
歴史館

文化ホール

ギャラリー
市民劇場



催

し

物

生

涯

学

習

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

１１
一
月
2
5
日
出

午
斡

１１
時

か
ら

、

2
6日

㈲

午

前
1
0
時
3
0
分

か

ら
　

会

場

幕
張

メ

ッ

セ
　

費

用

無

料
　

内

容

県

政

シ
ン

ポ

ジ

ウ
ム

・

通
信

教

育

講

座
な

ど

固

千

葉

県

教
育

庁

生
涯

学

習

部

振

興
課

事

業
班

容
0
4
3・
2
2
3・
4
0
7

3
番

腎

臓

病

を

考

え

る
会

1
0月
2
9日

㈲
午
後
１

時
～
４
時

会
場
千
葉
県
教
育
会
館
　
内
容
体

験
談
・
講
演
・
話
し
合
い

・
ミ
ニ

コ
ン
サ

ー
ド
　

費
用
無
料

固
腎
炎
・
ネ
フ
ロ

ー
ゼ
児
を
守
る

会
・
松
本｛
一一
8
8・
3
8
1
6

番

松

戸

子

ど

も

ま

つ

り

一
1
1
1
1

一
月
３

日

竕

午

前
1
0
時
～

午

後

３

時

（
雨
天

中
止

）
　
　
会
場

金
ヶ

作
公

園
　

費
用

百

五

十
円

醴
た

ん

ぽ

ぽ

学

童
保

育

所

一`
6
7・

7
2
3
2

番

女

性

の

た

め

の

相

談

室

毎
週

水
曜
日

午
前
９

時
3
0
分

～
午
後
８
時
3
0分
　
会
場
女
性
セ

ン
タ
ー
　

費
用
無
料
　
内
容
生
き

方
や
人
間
関
係
な
ど
の
悩
み
相
談

（
秘
密
厳
守
）

※
要
予
約
一

託
児
あ
り

閲
松
戸
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
会
・

尅
が
容
4
3・
8
2
3
1

番

老

い

の

自

己

表

現

「

老

い
を

身

近

な

と

こ

ろ

か

ら

み

つ

め

語

り

ま

せ

ん

か
」

1
0月
2
1日
出
午
後
１
時
～
４

時

会
場
市

民
劇

場
　

費
用
五

百
円

内
容
話
し
下
手
な
高
齢
者
の
自
己

表
現
法

問
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
・
内
田

6
5・

―［
Ｄ
Ｏ
（
‥ぴ
番

小

唄
矢

切

教

室

演

奏

会

1
0月
2
2
日
㈲

午

後
１

時

か
ら

会
場
矢
切
公
民
館
　

費
用
無
料

固
葵
会
小
唄
三
味
線
矢
切
教
室
・

加
沢
容
6
2・
3
6
5
3

番

健

康

・

体

力

づ

く

り

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

「
げ

ん

き

フ

ェ

ス

タ

ち

ば
一９
」

1
0月
2
2日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後

３

時
　
会
場
千
葉
県
総
合
運
動
場

内
容
金
メ
ダ
リ
ス
ト

森
末
慎
二
氏

の
ヘ
ル

シ
ー
ト
ー
ク
、
鈴
木
克
己

縄
飛
び
教
室
、
ヘ
ル

シ
ー
チ
ェ
ッ

ク
、
ア
ウ
ト

ド
ア

体
験
や
用
品
展
、

フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
ヘ
ル
シ

ー

グ
ッ
ズ
の
無
料
配

布
な
ど

固
千
葉
県
青
少
年
女
性
課
昔
0
4
3
・

2
2
3
・
９
Ｑ`
り９
）９
』番

東

洋

学

園

大

学

学

園

祭

（

鰭

鰭

祭

）

1
0月
2
8日
出
・
2
9日
㈲
、
午
前

1
0時
～
午
後
５

時
（
2
9日

は
午
後

４

時
3
0分
ま
で

）
　
　会
場
東
洋
学

園
大
学
流
山

校
舎
（
流
山
電

鉄
鰭

ケ
崎
駅
下

車
、
徒
歩
十
分
）
　
　内

容
宝
探
し
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

コ
ン
テ
ス
ト

、
ラ
イ
ブ
な
ど

固
東

洋
学
園
大
学
昔
０
４
７
１
・

5
0一
3
0
0
1

番

舞

踊

講

習

会

①
1
0

月

９

日

・
1
6
日

、
一
１１
月

６

日

・
1
3
日

・
2
0
日

の

各

月

曜

日

、

午

後

３

時

～

６

時

②
1
0

月

１１
一
日

・

1
8
日

、

‥‥１１一
月

８

日

・
1
5
日

・
2
2
日

の

各

水

曜

日

、

午

後

１

時

～

４

時

会

場

①

小

金

市

民

セ

ン

タ

ー

②

稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー
　

費

用

無

料

内

容

詩

吟

舞

踊

・

日

本

舞

踊

・

新

舞

踊
　

持

ち

物

扇

圜

立

詩

吟

舞

踊

愛

好

会

・

小

林

昔

6
3
一

〇
（
〇
７

４

番

喜

楽

家

バ

ザ

ー

1
0月
2
9日
㈲
正
午
～
午
後
２
時

会
場
馬
橋
第
二
公
園

寮
雨
天
の

場
合
は
喜
楽
家
で

。

物
品
の
提
供
や
お
手
伝
い
し
て

く
れ
る
人

も
募
集
中
。

買
物
袋
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
喜
楽
家
音
4
4・
9
9
5
1

番

松

戸

北

子

ど

も

劇

場

低

学

年

例
会1

0月
８
日
面
午
後
１

時
～
２
時

3
0分

と

午
後
４

時
～
５

時
3
0
分

会
場
新
松
戸

北
小
学
校
　

費
用
二

千
円
（
会
員
以
外
）
　
　内
容
劇
団

風
の
子
九
州
「
準
備
完
了
第
一
号

計
画
」

固
松
戸
北
子
ど
も
劇
場
・
藤
田
容

4
7一
４
４
４
（
Ｕ`
番

松

戸

交

通

安

全

母

の

会

・

交

通

遺

児

援

護

バ

ザ

ー

い
1
1
1
1

一
月
３

日

竕

午
前
1
0
時

～
午

後

２

時
　

会

場

市
民

会

館

寮
品

物

の

提

供

も
お

願

い
し

ま

す

夭

人

の

古

着
は

不

可

）
。

固

安

全
課

庶

務

係

音

楽

祭

1
0月
1
0
日

竕
午

後
２

時
開

演

会
場
市
民
劇
場
　

費
用

無
料
　

内

容
大
正

琴
・

プ
ル

ー
ト

ー
ギ
タ
ー

等
の
演
奏
会

醋
松
戸
市
音
楽
協
会
・
大
沢

容
8
3・

0
1
1
1

番

借

地

借

家

の

無

料

相

談

1
0月
1
3日

窗
午
後
１
時
～
４

時

会
場
勤
労
会
館
　

費
用
無
料

汰
契
約

書
等
の
ご
持
参
を

問
松
戸
借
地
佶
家
人
組
合
・
久
保

田
容
4
1・
8
2
7
9

番

話

し

方

コ

ン

ク

ー

ル

1
0月
1
0日
竕
午
後
１

時
～
５
時

会
場
馬
橋
東
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費

用
出
場
者
五
百
円
・
聴
講
無
料

黯
Ｈ
Ｒ
松
戸
話
し

方
研
究
会
・
石

綿
昔
肌
・
1
5
6
0

番

青

年

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

‥1
1
1
1

一
月
1
2
日

㈲

午

前
1
0
時

～

午
後

４

時
　

会

場

青

少

年
会

館
　

内
容

も

ち
つ

き

、

チ

ャ
レ

ン

ジ

ー
ザ

ー

ゲ

ー

ム

、
フ

リ

ー
マ

ー
ケ

ッ

ト

・

写

真

展
示

（
1
0
月
2
9
日

㈲

～

１１
‥一
月

1
2日

㈲

）
な

ど

※

フ

リ

ー
マ

ー
ケ

ッ

ト
参

加

者

も

募

集
し

て

い

ま

す

。

対

象

二

十
歳

以
上

の

個
人
　

出

店

数

三

十

店
舗

（
応
募

多

数

の

場

合
は

抽

選

）
　

サ

イ
ズ

丁

八

肩

×

二

・
七

肩
　

費
用

一

区

画

千

円

（

全
額

寄

付

）

惠
1
0
月
2
0
日

窗
〔
必

着
〕
ま

で

に
、

往

復
（

ガ
キ

に

住

所

・
氏

名

・

年

齢

・
電

話

番
号

を

記

入
し

て

、

〒

2
7
0
松

戸

市

新
松

戸

南
一
丁

二

青

少

年
会

館

フ
リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

係

へ

閲

青
少

年
会

館
容
4
4・
8
5
5
6

番

ド

ン

グ

リ

と

落

ち

葉

で

遊

ぶ

1
0月
1
5
日

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

２

時
（
午

前
９

時
3
0
分

受

け

付
け

）

会

場

船

橋
県

民

の

森

（

管
理

事

務

所

集

合
）
　

持

ち

物
昼

食
・
手

袋
・

筆
記

用

具
な

ど
　

定

員
先

着

五

十

人

費

用
三

百

円

圉
電

話
で

船

橋
県

民

の

森

事
務

所

昔
０

４

７
４
・
5
7一
４
０

Ｇ
）
４

番

へ

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

健康保険証

を忘れずに

小

ブ

ナ

釣

り

大

会

1
0月
1
5日

㈲
午
前
６

時
松
戸
駅

改
札
口
、
午
前
６
時
1
5分
柏
駅
常

磐
線
下
り
ホ
ー
ム

集
合
　

会
場
新

屋
敷
水
路
（
土
浦
）
　

費
用
八
百

円
（
小
・
中
学
生
は
五
百
円
）
、
交

通
費
・
エ
サ
代
別

※
仕
掛
け

講
習
会
を
1
0月
1
4日
出

午
後
４

時
か
ら
女
性
セ
ン
タ
ー

で
行
い

ま
す
。

茴
松
戸
釣
り
ク
ラ
ブ
・
井
上
音
6
5・

8
2
6
0

番

期　日 会　　　　場 時　　　　間 形　　　 態

10/ 5 困 五香市民センター
午後３時～４時 キャラバン

6廊 小金北市民センター

８(日)松戸まつり会場
午前11時～正午

午後１時～２時
キャラバン

11團 図書館本館 午後３時～３時30分

おはなし会

12困
みどり号駐車場

午前10時50分～

11時30分

明市民センター
午後３時～４時 キャラバン

13廁 総合福祉会館

14山 みどり号駐車場 ※ おはなし会

1鯏 小金分館 午後３時～３時40分 絵本おはなし会

19附 馬橋市民センター
午後３時～４時 キャラバン

20廁 稔台市民センター

25團 図書館本館 午後３時～３時30分 おはなし会

26附 ハケ崎市民センター
午後３時～４時 キャラバン

11/1 團 東部スポーツパーク

※は午前10時50分・午後１時10分・２時10分・３時20分からの１日４
回、各40分間　対象３～９歳　費用無料　でんわおはなしキャラバン

酋77－0000番
閲市立図書館B65-5115 番

◆テレホン案内サービス………-…a66 ―0010番

平日・午後５時～翌朝午前９時
休日と土曜・午前９時～翌朝午前９時

◆夜間急病診療所…………………S68-3756 番
衛生会館内・毎日午後８時～11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所……O65-3430 番

衛生会館内・午後８時～11時

加

藤

健

一

事

務

所

「

セ

イ

ム

タ

イ

ム

ー
ネ

ク

ス

ト

イ

ヤ

ー

」

一
1
1
1
1

一
月
1
9
日

㈲

午

後
５

時

開

演

会

場

森
の

ホ

ー
ル
2
1
　
費

用

三

千

六

百

円

鬩

松

戸

演
劇

鑑

賞

会

容
6
9
・
5
3

5
9

番

愛

の

献

血

1
0月
1
3日
畄
午
前
1
0時
工

１１
時

4
5分
と
午
後
１
時
～
４

時
　
会
場

伊
勢
丹
松
戸
店
前

固
健
康
管
理
課
業
務
係
容
6
6・
7

4
8
5

番

三

歳

児

健

康

診

査

対
象
平
成
４

年
６
月
生
ま
れ
の

幼
児
　
健
診
日
1
0月
1
7日
・
2
4日
・

3
1日
の

各
火
曜
日
　

会
場
松
戸
保

健
所
泱
対
象
者
に
は
健
康
診
査
票
を
送

り
ま
し
た
が
、
届
か
な
い
場
合

は
（

ガ
キ
に
住
所
・
電
話
番
号
・

幼
児
氏
名
・
幼
児
生
年
月
日
・

保
護
者
氏
名
・
転
入
年
月
日
を

記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸

市
小
根

本
七
松
戸
保
健
所
（
昔
6
1・
2

1
2
1

番
）
　へ

閲 社会教育課市民文化係

066-7462 番閲市立博物館酋84―8181番醴パークセンターO45-8900 番閼森のホールO84-5050 番

西 東
期
間

住
田
博
彦

水
墨
画
展

墨
彩
会

水
墨
画
展

旬
／
６
圀
Ｓ
1
9困

生
涯
大
学
陶
芸
科

十
二
期
会
展

パ
ス
テ
ル
洋
画
会

グ
ル
ー
プ
展

2
0廊
～
竹
／
２
困

山
下
敬
三

水
彩
洋
画
展

文
化
講
座

洋
画
サ
ー
ク
ル

油
絵
展
1
1／
３
㈲
～
匐
附

※
月
曜
日
（
祝
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
）・
第
四
金
曜
日
（
整
理
日
）
は
休
館

入
館
時
間
・：
午
前
９
時
3
0分
～
午
後
４
時
3
0分

観
覧
料
：
二

般
三
百
円
・
高
大
学
生
百
五
十
円
・
小
中
学
生
百
円
（
特
別
展
は
別
料

金
）
　
第
二
・
四
土
曜
日
は
、
小
・
中
学
生
は
無
料
で
す
。

1
0／
2
9日
午
後
２
時
か
ら

1
0／
1
4国
～
1
2／
３
日

1
0／
１
關
～
3
1㈲
ま
で

午
後
１
時
1
5分
・
３
時
1
5分

か
ら
三
十
分
間
（
土
・
日
・

祝
日
は
午
前
1
1時
か
ら
も
上

映
）

期
　
　
　
　
間

特
別
展
展
示
解
説
会

特
別
展
「
古
墳
時
代
の
飾
り
馬

－

馬
利
用
の
は
じ
ま
り
を
探
る
」

（
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
「
美
の
回
廊
を
ゆ
く
／
宇
宙
が
舞

い
降
り
た
国
」（
観
覧
無
料
）

※
1
1／
１
團
か
ら
は
「
美
の
回
廊
を
ゆ
く
／
秘
め
ら
れ

た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
を
上
映

内
　
　
　
　
　
　

容

入
館
時
間
・：
午
前
９
時
～
午
後
４
時
3
0分

※
月
曜
日
は
休
館

談相 物し催 示展

期
　
　
　
　
間

毎
週
　
午
前
1
0時
～
正
午

水
玉
・
日

午
後
１
時
～
４
時

当
日
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
入
口
で
（
先
着
二
十
五
人
）
費
用
：
・
無
料
※
雨
天
中
止

2
8出

午
前
1
0時
～
正
午

1
0／
2
1田

午
後
２
時
～
３
時

2
4㈲
Ｓ
2
9剛

1
8伽
Ｓ
η
一
日

1
1團
Ｓ
1
5日

1
0／
８
日
ま
で

野
草
ウ
オ
ツ
チ
ン
プ
「
い
ろ
い
ろ
な
実
や
種
」

講
師
・：
自
然
解
説
員
・
川
端
祥
子
氏

昆
虫
ウ
オ
ツ
チ
ン
グ
「
鳴
く
虫
を
さ
が
そ
う
」

講
師
：
・
自
然
解
説
員
・
松
葉
光
豊
氏

「
都
市
緑
化
［
月
間
企
画
・
生
物
が
棲
（
す
）
め

る
川

づ
く
り
展
」

企
画
展

「
草
木
染
展
」
ザ
・
糸
ぐ
る
ま

「
都
市
緑
化
月
間
企
画
・
松
戸
の
み
ど
り
情
報
展
」
企
画
展

「
自
然
の
小
世
界
」
文
化
ホ
ー
ル

内
　
　
　
　
　
　

容

み
ど
り
の
相
談
員
に
よ
る
花
や
緑
に
関
す
る
相
談

（
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

期　日 催し物（☆印は有料） 開溪時間 問 い 合 わ せ 先

大

ホ

｜

ル

10/ 6廁 成田理恵デビュー記念発表会☆ 17:30 ダイヤ商事　　　　n87-0311 番

10吩
森山良子シンフォニック・ポッ

プス・ナイト　　　　　　　☆
17:30
文化放送ちけつとぽ－と

酋03-3357-9999 番

14山 オペレッタ「メリー･ウィドウ」☆ 14:00 松戸市文化振興財団　O84-5050 番

25團
木の実ナナコンサート

'95スペシャル　　　　　　　☆
18:30
MIN-ON 干葉予約センター

O043-227-6688 番

2郎 マントヴァー二･オーケストラ☆18:00 キヤツプス　　O043-224-1710 番

29剛 松戸市合唱祭 11:00 社会教育課　　　　　066-7462 番

31(火)中山美穂コンサートツアー'95☆ 18:30 レツク　　　　Q03-3585-9999 番

11/3(55 4(±)
５(日)

｢森のホールピフフノ､アンサ
ンブルフエスティバル｣

13二00松戸市文化振興財団　豐84－5050番

小

ホ

｜

ル

10/ 7 圉 ピアノ発表会 17:00 兵頭美津子　　O0474-67-2569 番

８(日)
ファミリーのための名曲コンサ

ート｢華麗なるブラスの響き｣☆
14:00
松戸クラシック音楽を楽しむ会

≫62-37 乃番

10㈲
山本弘子
10周年記念新曲発表会　　　☆

13二00新葉企画　　　O043-234-5700 番

13廁
女声合唱による

メッセージ'95演奏会　　　 ☆
19:00 西本美子　　　O0471 -54-1679 番

15(日)敬老の集い 10:30 野見山扶貴乃　　　　089-7127 番

28圉 大和ミュージカル

「なよたけのかぐや姫」　　☆

18:00
松戸市文化振興財団　O84-5050 番

劉日） 14:00

11/3(W 新ヴ
ィヴルディ合奏団シリーズ

コンサート「バツハの楽しみ」
14:00 松戸市文化振興財団　**84-5050番

５(日)ピアノ発表会 12:30 松下光子　　　　　　O44-8480 番

保
健
・
衛
生

救急医療

体制

松戸駅市民

ギャラリー
市立博物館

21世紀の森と広場

パークセンター
森のホール21



これからも元気で長生きを

楽
し
そ
う
に
市
長
と
話
す
平
野
さ
ん

み
ど
り
の
歳
時
記

ス ズ メ ウ リ

敬老の日の９月15日、平野けいさん（牧の原）

を市長が訪れ、お祝い品を贈りました。

市内の90歳以上のお年寄りは717 人（男240 人 ・

女477 人）、100 歳以上は５人（男 ２人・女 ３人）。

平野さんは明治29年の生まれで満99 歳、市内では

７番目の長寿者です。

市長の「長生き日本一になってください」の言

葉に、はっきりとした口調で「はい」とこたえて

いました。

林

の

縁
な
ど

に

見
ら

れ
る
つ

る

植
物
で

、

愛
ら
し

い

緑
の

実

が
等

間

隔
に

並
び

ま
す

。
木

や

フ

’上
ン

ス

に

絡
（

か
ら

）
ま

つ

て
い

る
様

子

は
、

自
然
の

ネ
ッ

ク
レ

ス
の

よ

う
で

す
。

秋

も
深

ま

り
を

み
せ

る
と

、

緑
の

実

は
白
銀

色
に

変

わ
り

、

中

の

種
が

透

け
て

見
え

る
よ

う

に

な

り
ま

す

。

「
ス

ズ
メ
」

の

名
を

持
つ

植

物
は

い

く
つ

か

あ

り
、
小

さ
い

こ

と

を
意

味
し

ま

す
。
ス

ズ

メ

ウ
リ

の

名
前
は

カ
ラ

ス
ウ

リ
よ

り
小

さ
い

か

ら
と

も
、
ス

ズ

メ

の

卵

に
見

立
て

た

か
ら
と

も

言

わ
れ

て
い

ま
す

。

パラグアイからごみ処理施設の視察

最新の技術に感心

南アメリカのパラグアイ共和国から、パラグアリ県知

事のエルミニオ・カセレ スさんとコロラド 党エンカルナ

シオン支部副総裁のイルデガルド ・ゴンサレスさんが、

９月７日、ご み処理施設の視察のため松戸市を訪問しま

した。

２人は建設中の和名ケ谷クリーンセンター・資源リサ

イクルセンターと日 暮クリーンセンターの３ヵ所を精力

的に見て回り、「日本のご み処理施設はとても素晴らし

い。私たちの州では新聞・ダンボール以外のごみは、そ

のまま埋め立てています。ごみを分別して再利用するの

はとても大切なことです」と関心していました。

また、和名ケ谷クリーンセンタ ーの発電施設と日 暮ク

リーンセンターの自動運搬施設にも、強い興味を示して

いました。

夫婦でトライアスロンに出場している

星　 野　 文　 男 さん

美 智 子 さル

完
走
の
あ
と
の
達
成
感
が
最
高

９
月
３

日
に
行
わ
れ
た
「
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
ー
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

ー

イ
ン
・
佐
渡
」
に

夫
婦
で

出
場
し

て

、
そ
ろ
っ
て

完
走
。

星
野
文
男
さ
ん
・
美
智
子
さ
ん

夫
妻
は
、
い
つ

も
二
人
で
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
る
。
今

年
に
入
っ
て
四

回
目
の
出
場
と
な

9
3年
大
会
の
星
野
美
智
子
さ
ん（
右
）

と
文
男
さ
ん
（
左
）

つ
た
こ
の
大
会
は

、
悪
天

候
の
た

め
ス
イ
ム
（
水
泳
）
の
三
・
九

劭

は
マ
ラ
ソ
ン
の
九
ｷ
ﾛ
に
変
更
さ
れ

た
が
、
バ
イ
ク
（
自
転
車
）
は
百

八
十
劭
、
ラ
ン
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
）

は
四
十
二
・
一
九
五
ｷ
ﾛ
と
非
常
に

過
酷
な
レ
ー
ス
だ

。
タ
イ
ム
は
文

男
さ
ん
が
十
四

時
間
十
六
分

、
美

智
子
さ
ん
は
十
三

時
間

四

十
九
分
。

キ
ッ
カ
ケ
は
、
十
一

年
前
に
宮
古
區
で
行
わ

れ
た
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

の
テ
レ
ビ
中
継
だ
っ
た
。

「
の
ん
び
り
楽
し
ん
で

い

る
人
が
い
る
。
我
々

に

も
で

き

る

の
で

は

・：
」
と
思
い
、
夫
婦
一

緒
に
始
め
た
。
も
と
も
と

ス
ポ
ー
ツ
好
き
だ
っ
た

二
人
は
翌
年
か
ら
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
の
大
会
へ

出
場
。
今
ま
で
の
出
場

は
三
十
回
を
超
え
る

が
、
多
い

年

は
八

回
も
。
も
ち
ろ
ん
、
夫
婦
で

の
参
加
が
原
則
だ
。

ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
は
キ
ツ
イ

、

大
変
、
と
て

も
で
き
な
い
と

思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
「
練
習
さ
え

す
れ

ば
、
誰
に
で

も
で
き
る
」
と
二
人

は
口
を
そ
ろ
え
て
話
す
。

年
代
別
入

賞
を
ね
ら
う
美
智
子

さ
ん
と
、
入
賞
よ
り
完
走
が
一
番
と

い
う
文
男
さ
ん

。
二
人
の
目
標
は

そ
れ

ぞ
れ
違
う
が
、「
完
走
し
た
あ

と
の
達
成
感
が
最
高
」
は
共

通
し

た
感
想
だ
。
ま
た
、
最
終
ラ
ン
ナ

ー
の
ゴ
ー
ル
の
瞬
間
は
い
つ
見
て

も
感
動
的
だ
と

も
語
る
。

周
り
か
ら
見
る
と
苦
し
く
見
え

る
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
も
、
二
人
に

と
っ
て

は
共
通
の
楽
し
い
ス

ポ
ー

ツ

。
夫
婦
一

緒
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
出
場
は
こ

れ
か
ら
も
続
き
そ
う

だ

。

宋

町
在
住
）

敬
老
の
日
に

高
齢
者
を
訪
問

中
央
制
御
室
で
は
、
次
か
ら
次
へ

と
質
問
を

連
発

ご
み
ク
レ
ー
ン
操
作
室
か
ら
ご
み
ピ
ッ
ト

を
見
て
、
そ
の
大
き
さ
に
ビ
ッ

ク
リ

街の話題

身近な街の話題をお寄せ

ください。　　固広報課

ひと
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